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地
域
防
災
部
門
は「
防
災
分

野
」お
よ
び「
地
震
・
活
断
層
分

野
」か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
水
田
敏
彦
准
教
授

と
鎌
滝
孝
信
准
教
授
を
配
置
し

「
地
域
防
災
・
防
災
教
育
」お
よ

び「
地
震
・
活
断
層
研
究
」を
行

い
ま
す
。
秋
田
県
と
共
同
で
防

災
対
策
を
行
う
こ
と
か
ら
、
主

に
地
震
・
活
断
層
分
野
は
秋
田

県
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
り
運
営

し
ま
す
。
今
後
、
県
内
各
自
治

体
へ
の
指
導
・
助
言
、調
査
研
究

等
を
積
極
的
に
行
い
、
人
材
育

成
お
よ
び
県
民
全
体
の
防
災
意

識
の
向
上
を
目
指
し
た
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
災
害
に
つ
い
て

は
過
去
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、

自
然
科
学
的
、社
会
科
学
的
、人

文
科
学
的
等
あ
ら
ゆ
る
見
地
か

ら「
記
録
」を
整
理
し
理
解
す
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
の
分
野
が
専
門
で

あ
る
野
越
三
雄
先
生
を「
地
域

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て

迎
え
、
歴
史
か
ら
の
解
明
を
行

い
ま
す
。

　

地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

秋
田
大
学
が
全
学
的
に
取
り
組

む
こ
と
か
ら
、学
部
・
研
究
科
に

所
属
し
て
い
る
地
震
、津
波
、火

山
災
害
、
防
災
等
を
専
門
と
す

る
研
究
者
が「
協
力
教
員
」と
し

て
参
画
・
連
携
し
て
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
研
究

面
で
は
工
学
資
源
学
研
究
科
附

属
地
域
防
災
力
研
究
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、
先
端
的
、
か
つ

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

秋
田
大
学
地
域
創
生
セ
ン

タ
ー
は
、地
域
に
安
全
・
安
心
を

提
供
す
る
た
め
に
、
災
害
の
歴

史
を
風
化
さ
せ
ず
、
不
断
の
努

力
を
重
ね
て
、
活
発
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

特　集地域防災

特集

地
域
防
災

　
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
れ
に
伴
う

大
津
波
。
東
日
本
太
平
洋
側
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
震
災
を

引
き
起
こ
し
、死
者
1
5
8
0
0
人
、行
方
不
明
者
3
9
0
0
人（
平
成

23
年
10
月
7
日
現
在
警
視
庁
）を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
の
震
災
を
踏
ま
え
、
秋
田
大
学
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に

「
地
域
防
災
部
門
」を
設
置
。
地
域
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
戦
略
的
か

つ
組
織
的
に
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。
強
固
な
地
域
防
災
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
秋
田
県
各
自
治
体
・
県
民
へ
の
発
信
を
通
し
、
地
域
住
民

自
ら
が
防
災
活
動
を
行
い
、
災
害
に
強
い
地
域
の
形
成
を
目
指
す
。
今

回
の
ア
プ
リ
ー
レ
で
は
秋
田
大
学
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー「
地
域
防
災
部

門
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

秋田大学地域創生センター「地域防災部門」について

▼活動
　地域創生センター地域防災部門では、以下の活
動を行う。　　　　
●秋田県の特性を考慮した地域防災のあり方に関
する調査研究に関すること。

●防災について地域で活動できる人材の育成に関
すること。

●秋田県及び市町村への防災施策に関する指導・
助言に関すること。

〈参考〉「地域協働部門」
●社会貢献活動（産学連携に関することを除
く）に関すること。

●地域が有する資源の発掘と活用方法の検討
に関すること。

●地域資源を活用した地域づくりの提案及び
実践に関すること。

●地域に学び、地域を担う人材の育成に関する
こと。

●地域活性化策の調査及び研究に関すること。
●自治体から依頼のあった特定の課題に関す
る調査・提案に関すること。

▼組織　　　　〈地域創生センター全体図〉

医学系
研究科

工学
資源学
研究科

工学資源学
研究科附属
地域防災力
研究センター

教育
文化学部

教育推進総合センター

学長特別補佐
〈評価・社会貢献担当〉

（地域創生センター長兼任）

地域協働部門

地域創生課

地域防災部門 横手分校
（分校長配置）

北秋田分校
（分校長配置）

研究連携 全学協力

連携

宮城県石巻市の津波被害 
（4月30日、撮影：水田）

　

地
域
と
共
に
歩
む
・
秋
田

大
学
の
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

に「
地
域
防
災
部
門
」が
設
置

さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
時
宜
を

得
た
も
の
で
あ
り
、
県
や
市

町
村
は
も
と
よ
り
、
関
係
方

面
か
ら
の
期
待
は
極
め
て
大

き
な
も
の
が
あ
る
。

　
「
地
域
防
災
の
調
査
・
研

究
」や「
地
域
の
人
材
育
成
」、

そ
し
て「
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
防
災
教
育
」な
ど
の

様
々
な
活
動
を
通
じ
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
も
、
地
域
創
生

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、

防
災
対
策
の
充
実・強
化
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

秋
田
県
総
務
部
危
機
管
理
監

佐
藤  

浩
二

﹁
地
域
創
生
セ
ン

タ
ー
﹂へ
の
期
待
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水
田
准
教
授
が
作
成
し
た
防
災
教
育
絵
本
の
例

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

地
域
防
災
部
門

准
教
授
　
水
田  

敏
彦

　

1
9
9
5
年（
平
成
7
年
）1

月
17
日
兵
庫
県
南
部
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
当
時
大
学
院

生
で
あ
っ
た
私
は
こ
の
地
震
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
害
調
査
に
参

加
し
、
自
然
災
害
の
猛
威
と
被

災
の
深
刻
さ
を
教
え
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
て
、
防
災
の
分

野
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、地
震
防

災
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
形
・
地

質
等
の
諸
々
の
地
理
情
報
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
地
域
の
建
築
・

土
木
構
造
物
特
性
や
居
住
者

特
性
、
積
雪
な
ど
の
自
然
条
件

に
関
す
る
情
報
も
併
せ
て
用
い
、

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
震
災

害
危
険
度
の
評
価
を
行
う
も
の

で
す
。
ま
た
、将
来
の
地
震
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
古
い
地
震

を
調
べ
て
、そ
の
被
害
状
況
・
分

布
、対
応
・
復
旧
状
況
な
ど
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
も
地
域

の
防
災
を
考
え
る
上
で
重
要
で

す
。
明
治
以
降
の
地
震
に
つ
い

て
は
地
震
発
生
当
時
の
新
聞
記

事
が
物
的
な
被
害
状
況
の
み
な

ら
ず
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
含
め
た
地
震
災
害
の
全
体
像

を
知
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
秋
田
県
内
の
地
震

に
つ
い
て
当
時
の
被
害
調
査
報

告
書
や
地
方
新
聞
記
事
か
ら
被

害
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
研

究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
防
災
対
策
は
耐
震
設

計
な
ど
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
的

な
面
が
中
心
に
行
わ
れ
、
防
災

技
術
の
発
展
は
高
度
に
専
門
家

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
そ
の
恩
恵

を
享
受
す
る
住
民
と
専
門
家
と

の
乖
離
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
て

い
ま
す
。
地
震
災
害
か
ら
人
の

命
を
守
る
た
め
こ
れ
で
良
い
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？　

今
後
、
専
門
的
な
情
報
や
知
識

を
住
民
に
分
か
り
易
い
形
で
伝

達
し
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
な

防
災
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
も
重
要
な
目
標
・
課
題
の
ひ

と
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
そ
の
活
動
の
一
例
を
紹
介

し
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
で
ふ
と

出
会
っ
た
の
が
、明
治
・
大
正
時

代
に
秋
田
県
で
発
生
し
た
次
の

２
つ
の
地
震
で
す
。
秋
田
県
で

は
こ
れ
ま
で
多
く
の
被
害
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
明
治
以

降
を
見
て
み
る
と
、
内
陸
で
は

1
8
9
6
年（
明
治
29
年
）陸
羽

地
震（
死
者
2
0
5
人
、負
傷
者

7
3
6
人
）と
1
9
1
4
年（
大

正
3
年
）秋
田
仙
北
地
震（
死
者

94
人
、負
傷
者
3
2
4
人
）が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
震
は
被

災
の
中
心
の
地
名
か
ら
陸
羽
地

震
は『
六
郷
地
震
』、
秋
田
仙
北

地
震
は『
強
首（
こ
わ
く
び
）地

震
』と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。こ

の
歴
史
地
震
が
も
た
ら
し
た
未

曾
有
の
被
害
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
多
く
の
反
省
や
教
訓
が
生

か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
れ
ら
の
地
震
を
と
り
あ
げ

地
域
史
料
を
整
理
し
、
子
ど
も

向
け
の
絵
本
教
材
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
作
成
も
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
震
災
へ
の
実

感
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
活
動
も
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

地
域
防
災
部
門

准
教
授
　
鎌
滝  

孝
信

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
地
層
に
残

さ
れ
た
過
去
の
記
録
で
あ
る

堆
積
相
と
化
石
相
、
両
者
の
解

析
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
過
去
に
繰
り
返
し
生
じ
て

き
た
津
波
の
歴
史
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
北
海
道

（
2
0
0
3
年
十
勝
沖
地
震
津

波
お
よ
び
過
去
の
津
波
）、
房
総

半
島（
1
9
2
3
年
関
東
地
震

津
波
お
よ
び
過
去
の
津
波
）、
南

米
チ
リ
共
和
国（
1
9
6
0
年

チ
リ
地
震
津
波
お
よ
び
過
去
の

津
波
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

（
2
0
0
4
年
ス
マ
ト
ラ

−

ア
ン

ダ
マ
ン
地
震
津
波
）な
ど
で
、
自

ら
の
地
質
踏
査
に
よ
る
デ
ー
タ

の
ほ
か
に
、ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の

コ
ア
か
ら
の
デ
ー
タ
、室
内
に
お

け
る
分
析
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ

せ
て
議
論
す
る
と
い
う
研
究
で

し
た
。こ
の
研
究
は
、国
民
に
多

大
な
被
害
を
与
え
る
巨
大
津
波

の
再
来
周
期
や
浸
水
域
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に
起
こ
っ

た
巨
大
津
波
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
津
波
堆
積
物
の
研
究
だ
け

で
な
く
、2
0
0
3
年
9
月
26
日

に
発
生
し
た
十
勝
沖
地
震
お
よ

び
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発

生
し
た
2
0
0
4
年
ス
マ
ト
ラ

−

ア
ン
ダ
マ
ン
地
震
の
際
に
は
、

様
々
な
機
関
の
研
究
者
や
技
術

者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
津
波

被
害
・
痕
跡
調
査
団
に
参
加
し
、

実
際
に
津
波
に
よ
っ
て
生
じ
た

被
害
や
自
然
現
象
の
観
察
・
記

録
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
職

で
は
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
実

社
会
に
生
か
す
べ
く
、地
質
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
原
子
力
施

設
の
耐
震
安
全
性
評
価
や
地
震

防
災
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ

の
よ
う
な
経
験
を
生
か
し
、
秋

田
県
お
よ
び
日
本
海
北
部
地
域

に
お
け
る
地
震
・
津
波
の
履
歴
を

明
ら
か
に
す
る
と
い
う
研
究
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、秋
田
県
内
の
各

自
治
体
の
防
災
担
当
部
門
と
密

接
に
連
携
し
て
地
震
防
災
お
よ

び
減
災
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
で
は
過
去
に
日
本
海

中
部
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
、

陸
羽
地
震
や
男
鹿
地
震
等
の
内

陸
活
断
層
が
引
き
起
こ
し
た
地

震
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
き
ま

し
た
。そ
れ
ら
歴
史
地
震
の
記
憶

を
今
後
の
地
域
防
災
に
生
か
す

べ
く
教
育
・
啓
蒙
活
動
に
も
力
を

入
れ
、地
域
で
地
震
防
災
に
つ
い

て
活
動
で
き
る
人
材
の
育
成
を

お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。地
域
防

災
部
門
の
一
員
と
し
て
、地
域
の

安
心
・
安
全
な
社
会
の
構
築
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特　集 地域防災

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

野
越  

三
雄

　

９
年
振
り
に
秋
田
大
学
に
復

帰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
14
年
３
月
に
定
年
退
官
し

約
２
年
ほ
ど
非
常
勤
講
師
を
勤

め
て
い
た
間
、
大
学
は
国
立
大

学
法
人
と
な
り
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
、
厳
し
い
歩
み
の
中
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
久
し

ぶ
り
に
入
構
し
た
大
学
は
内
側

だ
け
で
な
く
外
側
も
変
容
し
、

正
門
か
ら
入
る
と
旧
図
書
館
の

位
置
に
立
派
な
近
代
的
図
書
館

が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
は
そ
の

こ
と
の
象
徴
の
よ
う
で
し
た
。

　

在
職
し
て
い
た
後
半
頃
か
ら

大
学
の
地
域
へ
の
貢
献
が
叫
ば

れ
、
秋
田
大
学
は
特
に
最
近
積

極
的
に
地
域
に
根
を
下
ろ
す
施

策
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
時
あ
た
か
も
３
月
11
日
に

未
曾
有
の
超
巨
大
地
震
が
起
き
、

津
波
に
よ
る
被
害
は
想
定
外
の

Ｍ
９
地
震
に
よ
り
甚
大
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
貢
献

す
る
大
学
の
使
命
は
多
く
あ
る

中
で
地
域
地
震
防
災
の
課
題
は

最
も
時
機
に
適
っ
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
新
任
の
２
人
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
水
田
先

生
、鎌
滝
先
生
が
採
用
さ
れ
、非

常
勤
地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
野
越
が
そ
れ
ぞ
れ
起
用

さ
れ
ま
し
た
。 

　

実
は
秋
田
県
は
東
北
で
も
地

震
多
発
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、

内
陸
地
震
が
最
も
多
く
、
太
平

洋
側
か
ら
の
地
震
で
も
被
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
日

本
海
側
で
も
地
震
活
動
が
活

発
で
、
１
９
８
３
年
日
本
海
中

部
地
震（
Ｍ
7
・
7
）が
秋
田
県

青
森
県
を
直
撃
し
死
者
１
０
４

人
の
内
１
０
０
人
が
津
波
に
よ

る
犠
牲
と
な
り
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け

た
の
で
す
。
そ
れ
は
物
的
被
害

の
み
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、
日

本
海
沿
岸
特
有
の
地
盤
の
液
状

化
に
よ
り
多
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
が
学
術

的
に
も
世
界
的
に
注
目
さ
れ
た

の
は
日
本
海
東
縁
部
に
プ
レ
ー

ト
境
界
の
存
在
が
初
め
て
指
摘

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
の

地
震
発
生
に
よ
り
現
在
北
米
プ

レ
ー
ト
の
西
側
の
境
界
と
し
て

そ
の
学
説
は
ほ
と
ん
ど
定
着
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

現
在
か
な
り
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
秋
田
県
沖
の
地
震

空
白
域
の
存
在
で
し
た
。
内
陸

に
も
８
３
０
年
天
長
地
震
の
再

来
の
危
険
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
秋
田

の
地
震
環
境
の
な
か
東
日
本
大

震
災
を
も
た
ら
し
た
２
０
１
１

年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が

日
本
史
上
初
の
Ｍ
９
で
発
生
し

た
の
で
す
。

　

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
地
域
防

災
部
門
と
し
て
は
上
記
に
簡
単

に
述
べ
た
秋
田
の
地
震
環
境
を

踏
ま
え
、
東
日
本
大
震
災
で
の

教
訓
を
活
か
し
、
地
震
津
波
の

発
生
過
程
な
ど
の
研
究
を
基
礎

と
し
て
地
震
防
災
関
連
の
幅
広

い
調
査
研
究
、
防
災
教
育
と
人

材
育
成
、
啓
発
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
教

職
員
各
位
と
学
生
諸
君
の
協
力

を
切
に
希
望
し
ま
す
。

2004年スマトラ島沖地震によって地盤が隆起し、干あがったサンゴ礁（イン
ドアンダマン諸島2005年3月、撮影：鎌滝）
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「
人
体
解
剖
学
」は
一
般
に
は

あ
ま
り
な
じ
み
が
少
な
い
学
問

だ
ろ
う
。

　

人
体
の
構
造
を
単
に
平
面
的

な
教
科
書
で
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

人
体
と
い
う
自
然
に
直
接
触
れ

て
、
科
学
的
に
よ
く
観
察
す
る

学
問
。
高
度
な
人
体
の
構
造
が

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た

の
か
を
考
察
す
る
。
筋
肉
の
構

造
や
血
管
の
構
造
な
ど
、
身
体

の
内
部
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
違
う

個
体
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。

　

近
代
医
学
の
始
ま
り
は
中
世

の
頃
。
そ
れ
ま
で
は
体
の
中
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
治
療
を

し
て
い
た
。
人
体
解
剖
学
が
確

立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
診
察

す
る
際
、
表
面
的
な
部
分
だ
け

を
感
情
的
に
診
る
の
で
は
な
く
、

正
常
な
構
造
と
ど
こ
が
変
化
し

て
い
る
か
、
ど
ん
な
ふ
う
に
体

が
病
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
医
学
は

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
の
で
あ
る
。

　

解
剖
は
、
1.
正
常
解
剖
、
2.

病
理
解
剖
、
3.
法
医
解
剖
の
3

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

1.
人
体
構
造
の
教
育
や
研
究

す
る
た
め
の
解
剖
。

2.
病
気
の
原
因
や
経
過
・
死

因
を
解
明
す
る
た
め
の

解
剖
。

3.
異
状
死
体
の
死
因
を
解
明

す
る
た
め
の
解
剖
。

　

現
在
、
人
体
解
剖
学
で
使
用

す
る
遺
体
の
ほ
と
ん
ど
が「
献

体
」に
よ
る
も
の
だ
。

　

昭
和
58
年（
1
9
8
3
年
）5

月
に
成
立
し
た『
医
学
お
よ
び
歯

学
教
育
の
た
め
の
献
体
に
関
す

る
法
律（
献
体
法
）』が
同
年
11

月
に
施
行
さ
れ
て
以
来
、
医
学

教
育
の
た
め
に
自
ら
の
体
を
無

償
で
提
供
し
よ
う
と
さ
れ
る
方

（
献
体
者
）の
存
在
が
一
層
広
く

世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

献
体
と
は
、医
学
・
歯
学
の
大

学
に
お
け
る
解
剖
学
の
教
育
・

研
究
に
役
立
た
せ
る
た
め
、
ご

自
分
の
遺
体
を
無
条
件
、
無
報

酬
で
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

人
体
解
剖
と
献
体

人
体
解
剖
学
は
ど
ん
な
学
問
か
？

な
ぜ
献
体
が
必
要
か
？

ソシアの錯覚
可能世界と他者

【著】大学院医学系研究科
保健学専攻　教授　新山 喜嗣

春秋社（2011年8月刊）

　
自
分
の
も
っ
と
も
身
近
に
い

る
他
者
が
、
あ
る
日
突
然
に
顔

立
ち
が
そ
っ
く
り
の
に
せ
も
の

に
入
れ
替
わ
っ
た
と
感
じ
る
体

験
を﹁
ソ
シ
ア
の
錯
覚
﹂と
い
う
。

　
こ
の
入
れ
替
わ
っ
た
と
い
う

感
覚
は
絶
対
的
で
あ
り
、
顔
立

ち
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
た
と
え
し
ぐ
さ
や
性

格
か
ら
始
ま
る
あ
ら
ゆ
る
特
徴

が
以
前
と
全
く
変
わ
り
が
な
く

と
も
、﹁
ソ
シ
ア
の
錯
覚
﹂で
は

や
は
り
相
手
が
本
物
で
は
な
い

別
人
で
あ
る
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　
精
神
科
臨
床
で
患
者
が
訴
え

る
精
神
症
状
の
一
つ
で
あ
る

﹁
ソ
シ
ア
の
錯
覚
﹂。
精
神
科
医

に
と
っ
て
も﹁
ソ
シ
ア
の
錯
覚
﹂

は
、
他
の
精
神
症
状
に
は
な
い

格
別
な
不
思
議
さ
を
放
つ
精
神

症
状
で
あ
る
。

　
本
書
は
、﹁
ソ
シ
ア
の
錯
覚
﹂

の
謎
を
、
具
体
的
な
症
例
と
、

可
能
世
界
や
個
体
の
同
一
性
を

め
ぐ
る
哲
学
理
論
の
両
面
か
ら

探
究
。
無
限
の
分
身
た
ち
と
重

層
化
し
た
世
界
に
生
き
る
人
間

存
在
の
神
秘
を
暴
き
だ
す
。

著
書
紹
介

前
立
腺
が
ん
発
症
に
関
与
す
る
遺
伝
子
変
異
を
発
見

細
胞
内
リ
ン
脂
質
代
謝
に
よ
る
生
体
調
節
機
構
の
解
析

　

大
学
院
医
学
系
研
究
科
微
生

物
学
講
座
の
佐
々
木
雄
彦
教
授

が「
柿
内
三
郎
記
念
賞
」を
受
賞

し
、
10
月
24
日
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
日
本
生
化
学
会
総
会
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
た
。

　

柿
内
三
郎
記
念
賞
は
、
東
京

帝
国
大
学
医
学
部
初
代
の
生
化

学
教
授
で
、
日
本
生
化
学
学
会

の
設
立
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
柿
内
三
郎
博
士
を
記
念
し

て
、2
0
0
5
年
に
日
本
生
化
学

会
が
創
設
し
た
賞
。毎
年
、顕
著

な
業
績
を
挙
げ
た
満
50
歳
未
満

の
日
本
生
化
学
会
員（
在
会
年

数
が
10
年
以
上
の
研
究
者
）の
1

人
に
与
え
ら
れ
る
。

　

佐
々
木
教
授
は「
細
胞
内

リ
ン
脂
質
代
謝
に
よ
る
生
体

調
節
機
構
の
解
析（B

iology 
of P

h
osp

h
oin

ositid
e 

M
etabolism

）」の
研
究
成
果
が

評
価
さ
れ
た
。

　

細
胞
内
に
あ
る
リ
ン
脂
質
の

生
成
、
分
解
に
関
わ
る
特
定
の

酵
素
を
持
た
な
い
マ
ウ
ス
を
遺

伝
子
操
作
で
つ
く
り
、
生
命
機

能
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
。
リ

ン
脂
質
代
謝
の
異
常
が
、
が
ん

や
炎
症
、心
不
全
、神
経
疾
患
な

ど
、
多
様
な
疾
病
に
関
連
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。が
ん
や

炎
症
の
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
る

リ
ン
脂
質
生
成
酵
素
の
働
き
を

抑
え
る
阻
害
剤
の
研
究
に
活
か

さ
れ
る
。

　

佐
々
木
教
授
は
、
文
部
科
学

省
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ

グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
た
群
馬
大

学
と
の
共
同
研
究「
生
体
調
節
シ

グ
ナ
ル
の
統
合
的
研
究
」の
研
究

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、が
ん
、
神
経

変
性
、
炎
症
を
は
じ
め
と
す
る

幅
広
い
病
態
に
影
響
す
る
細
胞

膜
の
脂
質
成
分
の
生
成
、
分
解

に
か
か
わ
る
酵
素
な
ど
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
15
年
間
携
わ
っ
て
き
た
研
究

テ
ー
マ
に
名
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
い
て
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。現

在
の
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
は
も
と
よ

り
、こ
れ
ま
で
一
緒
に
研
究
を
進

め
て
き
た
仲
間
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。私
た
ち

の
基
礎
研
究
成
果
が
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
の
多
く
の
研
究
に
好

影
響
を
与
え
、
結
果
と
し
て
多

く
の
人
々
を
救
う
医
薬
に
つ
な

が
る
こ
と
を
希
望
し
て
、こ
れ
か

ら
も
研
究
を
進
め
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
研
究
費

を
稼
が
な
け
れ
ば･･･

」と
佐
々

木
教
授
は
話
し
た
。

　

大
学
院
医
学
系
研
究
科
腎
泌

尿
器
科
学
講
座
の
羽
渕
友
則
教

授
の
研
究
チ
ー
ム
は
、前
立
腺
が

ん
に
関
与
す
る
遺
伝
子
変
異
の

研
究
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、15
カ
国
の
医
療
機
関
に
よ

る
国
際
共
同
研
究
に
日
本
で
唯

一
参
加
し
て
い
る
。（
イ
ギ
リ
ス
の

国
立
が
ん
研
究
機
関「
ロ
イ
ヤ
ル

マ
ー
ス
ト
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
」を

中
心
に
2
0
0
8
年
か
ら
開
始
）

　

こ
の
国
際
共
同
研
究
グ
ル
ー

プ
が
、
前
立
腺
が
ん
の
発
症
に

関
与
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
５

つ
の
遺
伝
子
変
異
を
新
た
に
発

見
し
、
7
月
10
日
付
け
の
ア
メ

リ
カ
科
学
誌「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
電
子
版
」に
掲
載
さ

れ
た
。
個
人
の
遺
伝
子
変
異
を

解
析
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に

前
立
腺
が
ん
の
発
症
の
し
や
す

さ
を
予
測
で
き
、
検
診
の
頻
度

を
決
め
た
り
、
予
防
法
を
開
発

し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

共
同
研
究
で
は
、一
塩
基
多
型

（
S
N
P
）と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子

の
変
異
を
解
析
。
前
立
腺
が
ん

に
か
か
っ
た
人
と
、か
か
っ
て
い

な
い
人
そ
れ
ぞ
れ
約
２
万
５
千

人
の
S
N
P
を
比
較
し
、が
ん
に

関
す
る
S
N
P
を
特
定
。こ
の
う

ち
羽
渕
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
は

約
３
０
０
人
ず
つ
の
遺
伝
子
解

析
を
担
当
し
た
。
前
立
腺
が
ん

に
関
与
す
る
S
N
P
の
研
究
は

世
界
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
羽

渕
教
授
に
よ
る
と
、
今
回
の
共

同
研
究
の
成
果
を
含
め
、
関
与

す
る
S
N
P
の
発
見
は
40
個
ほ

ど
に
な
る
と
い
う
。

　

前
立
腺
は
男
性
の
み
に
あ
る

生
殖
器
で
、
ぼ
う
こ
う
の
真
下

に
あ
り
、生
殖
機
能
の
一
部
を
担

う
器
官
。
前
立
腺
が
ん
は
高
齢

者
に
多
く
、一
般
的
に
他
の
が
ん

に
比
べ
て
進
行
が
遅
い
と
さ
れ

る
。
主
な
治
療
法
に
は
摘
出
手

術
、放
射
線
治
療
、男
性
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
を
抑
え
て
増
殖
を
防

ぐ
内
分
泌
療
法
が
あ
る
。
東
洋

人
に
は
少
な
い（
人
口
10
万
人
に

対
し
て
10
人
程
度
）と
さ
れ
て
き

た
が
、日
本
で
も
1
9
9
0
年
こ

ろ
か
ら
急
増
し
続
け
て
お
り
注

目
さ
れ
て
い
る
。食
生
活
の
欧
米

化
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
が
原

因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

秋
田
大
学
が
こ
れ
ま
で
国
内

の
他
大
学
と
共
同
で
取
り
組
ん

だ
研
究
で
は
、
内
分
泌
療
法
の

有
効
性
の
違
い
に
S
N
P
が
影

響
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
て

い
る
。
ま
た
、
腎
泌
尿
器
科
学

講
座
が
腎
置
換
医
療
学
講
座
や

薬
剤
部
と
連
携
し
、
腎
移
植
患

者
の
薬
剤
投
与
量
の
調
節
に
も

S
N
P
を
解
析
し
て
予
測
、
判

定
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

　

自
分
の
死
後
、遺
体
を
医
学
・

歯
学
の
教
育
と
研
究
の
た
め

に
役
立
て
た
い
と
志
し
た
人

が
、
生
前
か
ら
献
体
し
た
い
大

学
ま
た
は
大
学
に
関
連
し
た
篤

志
献
体
者
の
会
に
登
録
し
て
お

き
、
亡
く
な
ら
れ
た
時
、
遺
族

あ
る
い
は
関
係
者
が
そ
の
意
思

に
従
っ
て
遺
体
を
大
学
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
献
体
が
実
行
さ
れ
る
。

　

日
本
に
は
篤
志
献
体
者
の
会

が
60
団
体
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

献
体
登
録
者
の
総
数
は
20
万

人
を
超
え
る
。
秋
田
大
学
の

「
白
菊
会
」（
し
ら
ぎ
く
か
い
）で

は
、
献
体
さ
れ
た
方
を
含
め
て
、

１
５
７
６
名
が
登
録
さ
れ
て
い

る（
平
成
23
年
３
月
現
在
）。

　

秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
形
態
解
析
学
・
器
官
構
造

学
講
座
の
阿
部
寛
教
授
は「
献

体
さ
れ
た
ご
遺
体
を
解
剖
す
る

こ
と
で
、
人
体
の
構
造
と
機
能

を
学
び
、
医
療
者
と
し
て
の
人

間
性
を
深
め
る
」と
話
す
。

　

人
体
解
剖
が
も
た
ら
す
豊
富

な
知
識
、
そ
れ
は
ど
ん
な
に
精

巧
な
人
体
模
型
を
使
用
し
て
も
、

人
体
の
一
部
し
か
学
ぶ
こ
と
が

出
来
な
い
だ
ろ
う
。
ご
遺
体
の

前
で
学
生
は
人
間
の
尊
厳
を
学

び
、
人
間
の
生
死
に
つ
い
て
考

察
す
る
。す
な
わ
ち「
死
と
対
面

し
、生
を
学
ぶ
」の
で
あ
る
。

【秋田大学白菊会の資料・照会先】
●〒010-8543　秋田市本道一丁目1の1
　秋田大学医学部学務課内
●8:30～17:00　●☎018-884-6030
※事前の献体登録が必要です

【解体新書の表紙】
杉田玄白「ターヘル・アナトミア」を前野良沢らと
翻訳し「解体新書」を出版。挿絵は秋田県角館出身の
小田野直武。（秋田県立図書館所蔵）
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今
日
、
変
化
の
激
し
い
社
会

に
お
い
て
、高
等
教
育
機
関
で
あ

る
大
学
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に

学
生
に
対
し
て
社
会
的
ス
キ
ル

や
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
受
け

て
、秋
田
大
学
に
、「
対
象
理
解
と

問
題
解
決
の
手
法
で
あ
る
ゲ
ー

ミ
ン
グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

主
軸
と
し
た
研
究
と
実
践
」を
目

的
と
し
た
秋
田
大
学
ゲ
ー
ミ
ン

グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

（
会
長
井い

ど門
正
美
教
育
文
化
学
部

教
授
。
以
下
、
秋
大
Ｇ
Ｓ
研
）が

平
成
21
年
４
月
に
全
学
的
な
研

究
組
織
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

秋
大
Ｇ
Ｓ
研
の
母
体
は
、
教

育
文
化
学
部
の
平
成
18
年
度
採

択
・
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム「
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
授
業
の
構

築
〜
社
会
的
実
践
力
を
培
う
体

験
的
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

（
平
成
18
年
度
〜
20
年
度
。
以
下
、

18
特
色
G
P
）で
す
。

　

秋
田
大
学
の
18
特
色
Ｇ
Ｐ
は

教
育
方
法
改
善
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
教
育
文
化
学
部
を

中
心
に「
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
型
授
業
」（
以
下
、Ｇ

Ｓ
型
授
業
）に
よ
る
教
育
方
法
改

善
を
試
み
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｓ
型
授
業
と
は
、「
ゲ
ー
ム

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
の
状
況
再
現

的
・
体
験
的
手
法
を
用
い
て
考
察

対
象
の
理
解
や
問
題
の
解
決
を

図
る
学
生
参
加
型
授
業
」で
す
。

こ
の
教
育
方
法
を
講
義
や
座
学

に
偏
り
が
ち
な
大
学
の
授
業
改

革
に
活
用
し
、
知
識
と
行
為
の

統
一
的
な
学
習
を
推
進
し
て
、社

会
的
実
践
力
の
あ
る
学
生
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

教
育
文
化
学
部
で
は
、
教
員

と
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て「
法
曹

三
者
と
学
生
に
よ
る
裁
判
員
模

擬
裁
判
」や「
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム

を
教
室
へ
〜
『
遊
び
』と『
学
び
』

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
〜
」「
学
生
に
よ
る

ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど
、
様
々
な

企
画
を
実
施
し
、数
多
く
の
ゲ
ー

ミ
ン
グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教

材
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
開
始
時
に
は
20
科
目
程
度

だ
っ
た
Ｇ
Ｓ
型
授
業
も
、最
終
的

に
は
90
科
目
ほ
ど
登
録
さ
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。
実
質
的
に
稼

働
し
て
い
る
授
業
科
目
の
１
割

を
超
え
る
授
業
数
と
な
り
、
現

在
、
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ

シ
ー
に
、学
生
参
加
型
の
授
業
方

法
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
大
Ｇ
Ｓ
研
は
、以
上
の
よ
う

な
18
特
色
Ｇ
Ｐ
の
成
果
を
継
承

し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、教
育
文

化
学
部
、工
学
資
源
学
部
、医
学

部
の
３
学
部
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
活
か
し
た
研
究
・
教
育
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
学
会
発
表
、

著
書
出
版
、社
会
貢
献
な
ど
、精

力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
秋
田
大
学
の
18
特

色
Ｇ
Ｐ
や
そ
の
後
の
秋
大
Ｇ
Ｓ

研
の
活
動
が
、
日
本
ゲ
ー
ミ
ン

グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
会
に

認
め
ら
れ
、
当
学
会
よ
り
平
成

22
年
６
月
、
Ｇ
Ｓ
型
授
業
の
推

進
母
体
で
あ
る
教
育
文
化
学
部

に「
学
会
賞
」が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
秋

大
Ｇ
Ｓ
研
は
さ
ら
な
る
研
究
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
１
日
〜
２
日

に
秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
日
本
教
育
方
法

学
会
第
47
回
大
会
で
は
、
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
開
催
し
、教
育

文
化
学
部
の
Ｇ
Ｓ
型
授
業
の
他
、

工
学
資
源
学
部
の
歩
行
環
境
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
か
ら
ユ
ビ
キ
タ
ス

手
習
所
に
つ
い
て
、医
学
部
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
分
娩

介
助
法
の
習
得
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。 

　

秋
田
大
学
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
教

員
メ
ン
バ
ー
は
現
在
20
名（
平
成

23
年
10
月
現
在
）。ゲ
ー
ミ
ン
グ・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
授
業
、学

生
参
加
型
授
業
の
さ
ら
な
る
普

及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
的
実
践
力
の
育
成
を
め
ざ
す

秋
田
大
学
ゲ
ー
ミ
ン
グ・シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
知
識
を
頭
に
詰
め
込
む

だ
け
の
講
義
で
は
、
真
に
学

生
の
問
題
解
決
力
を
育
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
井

門
教
授
は
断
言
す
る
。
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
力
、
問

題
を
解
決
す
る
力
等
の
実

践
力
を
、
教
授
は
ま
と
め
て

「
社
会
的
実
践
力
」と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は「
市
民（
生
活

主
体
）が
知
識
や
技
能
を
活

か
し
て
自
己
実
現
を
果
た
し
、

他
者
と
連
帯
し
て
よ
り
善
い

社
会
の
構
築
を
め
ざ
す
た
め

の
行
動
力
」と
定
義
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
力
は
知
識
と
行

為
の
統
一
的
な
学
習
を
通
し

て
初
め
て
培
わ
れ
る
力
だ
。

　

こ
の
社
会
的
実
践
力
を
培

う
教
育
理
論
が
、
井
門
教
授

の
提
唱
す
る「
役
割
体
験
学

習
論
」※
1
で
あ
る
。
役
割
体

験
学
習
と
は「
学
習
者
が
あ

る
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
っ

て
、考
察
対
象
を
理
解
し
、問

題
を
解
決
す
る
学
習
方
法
」

で
あ
る
。「
社
会
的
役
割
」を

活
用
す
る
と
、
学
習
者
が
社

会
や
組
織
の
仕
組
み
、
人
々

と
の
関
わ
り
な
ど
を
実
感
的

に
理
解
で
き
、ま
た
、知
識
の

み
な
ら
ず
、技
能
、態
度
な
ど

の
統
一
的
な
学
習
も
可
能
に

な
る
。さ
ら
に
は
、複
数
の
役

割
視
点
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
多
角
的
な
見
方
も
で
き
る
。

　

特
に
本
理
論
で
は
、
体
験

的
学
習
を
体
系
化
し
て
い
る

（
図
１
）。
こ
こ
数
年
井
門
教

授
が
取
り
組
ん
で
い
る
法
教

育（
裁
判
員
裁
判
、
表
１
）で

説
明
す
れ
ば
こ
う
だ
。
学
生

は
秋
田
地
方
裁
判
所
の
刑
事

裁
判
を
実
際
に
見
に
行
き
、

「
傍
聴
人
」と
い
う
役
割
か
ら

裁
判
を
理
解
す
る（
Ａ
）。
そ

の
上
で
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
大

学
に
招
い
た
法
曹
三
者
と
の

交
流
体
験
学
習
に
よ
り
、
学

生
は
司
法
や
裁
判
に
つ
い
て

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る（
Ｂ
）。

講
義
や
文
献
に
よ
る
学
習
も

並
行
し
て
行
い
、
裁
判
員
裁

判
に
関
す
る
賛
否
両
論
も
押

さ
え
た
上
で（
講
義
型
）、
法

曹
三
者
と
共
に
裁
判
官
や

裁
判
員
、
検
察
官
や
弁
護
人

等
の
役
割
を
担
っ
て
裁
判
員

模
擬
裁
判
を
実
施
し
た（
Ｃ
）。

こ
の
他
、
井
門
教
授
が
開
発

し
た「
ネ
ッ
ト
裁
判
員
模
擬

裁
判
」シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
、
学
生
は
ネ
ッ
ト
上
で
も

法
廷
に
お
け
る
役
割
を
担
っ

て
体
験
し
て
い
る
※
2
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
学
生
は

「
役
割
」を
基
軸
に
し
た
体
験

的
学
習（
役
割
体
験
学
習
）を

通
し
て
、
知
識
と
行
為
の
統

一
的
な
学
習
を
果
た
し
、
社

会
的
実
践
力
を
身
に
付
け
て

い
く
の
で
あ
る
。

　

井
門
教
授
は「
役
割
体
験

学
習
は
、
仲
間
と
の
協
働
と

競
争
が
あ
る
た
め
、
仲
間
と

共
に
学
ぶ
こ
と
の
意
義
、つ

ま
り
、『
他
者
存
在
』の
意
義

を
掴
み
取
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
が
社
会
の
倫
理
的
基
盤
を

作
る
と
考
え
ま
す
。
個
々
人

の
記
憶
や
思
考
等
を
中
心
に

競
争
さ
せ
る
だ
け
の
学
び
と

は
全
く
違
い
ま
す
」と
熱
く

語
っ
た
。

　

目
下
、
井
門
教
授
は
弘
前

大
学
の
法
学
研
究
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
、教
員・
学
生
の

交
流
学
習
を
進
め
る
と
共
に
、

本
年（
2
0
1
1
）8
月
末
に

秋
田
弁
護
士
会
や
県
内
教
員

有
志
と「
秋
田
法
教
育
研
究

会
」を
設
立
し
て
、役
割
体
験

学
習
論
に
基
づ
く
法
教
育
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

秋田大学の
ゲーミング・シミュレーション実践例

学生による裁判員模擬裁判

学生自ら裁判官や裁判員、被告人や証人などの役割になり模擬
裁判を実施。模擬裁判の学習を通して、裁判員裁判についての理
解を深めた。

日本教育方法学会第47回大会ラウンドテーブル
秋大GS研メンバーによる研究発表の様子。教育文化学部、工学
資源学部、医学部の3学部で行われている研究が紹介された。

教育文化学部小高さほみ准教授（写真㊧）と大学院医学系研究科
の篠原ひとみ教授（写真㊨）の発表の様子

発表を行う大学院工学資源学研究科の水戸部一孝准教授（写真
㊧）と研究の様子（写真㊨）

役
割
体
験
学
習
で
学
生
の

社
会
的
実
践
力
を
培
う

井
門  

正
美 

教
授
　I

d
o

 
M

a
s

a
m

i

教
育
文
化
学
部
／
教
科
教
育
学
講
座
　
専
門
は
教
育
学
、学
校
教
育
学
、社
会
科
教
育
学
、社
会
シ
ス
テ
ム
論

※1：井門正美／著『社会科における役割体験学習論の構想』（NSK出版、2002年）参照。 ※2：井門正美／著・三浦広久／法的事項監修『役割体験学習論に基づく法教育－裁判員裁判を体感する授業－』（現代人文社、2011年）参照。

〈表1〉　裁判員裁判に関する体験的学習
Ａ：現場 ○刑事裁判傍聴

Ｂ：抽出・移動 ○専門家を招いた学習（裁
判官、検察官、弁護士）

Ｃ：モデル化
○法曹三者と学生による

裁判員模擬裁判
○ネット裁判員模擬裁判

Ｄ：媒体

○電話による法律相談や
対話的学習

○インターネットやテレ
ビ会議システムによる
交流学習

○ネット裁判員模擬裁判

〈図1〉
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大学院工学資源学研究科・工学資源学部

　

秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部

の
創
立
1
0
0
周
年
を
記
念
し

て
10
月
1
日
、
秋
田
市
の
ア
ト

リ
オ
ン
で
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
、
大

学
関
係
者
、
卒
業
生
な
ど
約

5
0
0
人
が
出
席
し
、1
0
0
年

の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
更

な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部

の
前
身「
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
」

は
豊
富
な
地
下
資
源
に
恵
ま
れ

た
秋
田
県
地
域
に
お
い
て
、
資

源
開
発
分
野
の
人
材
育
成
を
目

的
に
、
明
治
43
年（
1
9
1
0

年
）3
月
、
秋
田
市
手
形
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
翌
44
年
5
月
か

ら
、
採
鉱
及
び
冶
金
の
2
学
科

を
も
っ
て
授
業
を
開
始
し
、
昭

和
24
年
5
月
に
鉱
山
学
部
と
し

て
秋
田
大
学
に
包
括
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、学
部
及
び
大
学
院

の
整
備
・
充
実
が
進
め
ら
れ
、平

成
10
年
4
月
に
工
学
資
源
学
部

が
設
置
。こ
れ
ま
で
2
5
0
0
0

余
名
の
優
れ
た
人
材
を
養
成
し
、

社
会
に
送
り
出
す
と
と
も
に
、

学
術
研
究
を
通
じ
て
社
会
の
発

展
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
川
信
明
工
学

資
源
学
研
究
科
長
が「
先
人
の

努
力
に
よ
っ
て
、
鉱
山
学
、
資
源

学
は
秋
田
大
学
の
代
名
詞
と
し

て
認
知
さ
れ
て
き
た
。
大
学
間

競
争
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
他

に
類
を
見
な
い
教
育
研
究
上

の
特
徴
分
野
を
も
っ
て
い
る
こ

と
は
重
要
。
工
学
資
源
学
部
の

更
な
る
発
展
を
求
め
、
こ
れ
ま

で
の
1
0
0
年
の
歴
史
を
糧
に
、

誇
れ
る
学
部
を
つ
く
っ
て
い
く
」

と
式
辞
。
続
い
て
、吉
村
昇
秋
田

大
学
長
が「
大
学
法
人
化
か
ら

8
年
目
を
迎
え
、
地
域
と
の
連

携
や
国
際
貢
献
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
国
際
的
に
資
源
開

発
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、国

内
で
唯
一
、
鉱
山
資
源
学
を
体

系
的
に
教
育
研
究
で
き
る
大
学

と
し
て
、
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は

秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部

創
立
100
周
年
記
念
式
典
を
開
催

大
き
い
。
伝
統
あ
る
大
学
と
し

て
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

を
遂
行
し
、
国
内
外
に
存
在
を

示
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講

演
会
で
は
、D
O
W
A
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
相
談
役

の
𠮷
川
廣
和
氏
が「
鉱
山
・
製
錬

か
ら
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
へ
〜

秋
田
大
学
と
共
に
、
世
界
へ
羽

ば
た
く
技
術
〜
」、
株
式
会
社
秋

田
魁
新
報
社
代
表
取
締
役
社
長

の
小
笠
原
直
樹
氏
が「
こ
れ
か

ら
の
1
0
0
年
に
期
待
す
る
こ

と
」と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演

し
ま
し
た
。

　

工
学
資
源
学
部
創
立
1
0
0

周
年
を
記
念
し
て
、
10
月
1
日
、

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
附

属
鉱
業
博
物
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
お
よ
そ
1
0
0
年

に
わ
た
っ
て
研
究
や
学
生
教
育

の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
地
質
・
鉱

工
業
関
係
の
資
料
の
数
々
。
鉱

業
博
物
館
は
、
こ
れ
ら
を
収
蔵

し
広
く
一
般
に
公
開
し
て
お
り
、

秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部
の
象

徴
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し
た
鉱

業
博
物
館
専
任
講
師
の
西
川
治

先
生
に
よ
る
と「
鉱
物
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
数
は
お
そ
ら
く
日
本

一
。
今
回
は
網
羅
性
を
重
視
し

て
、
な
る
べ
く
多
く
の
鉱
物
を

並
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
同

じ
名
前
の
石
で
も
産
地
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
表
情
が
違
う
。
そ

れ
が
天
然
の
も
の
の
特
徴
で
す
。

来
館
さ
れ
た
方
に
は
ぜ
ひ
、じ
っ

く
り
見
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

1
階
は
鉱
物
・
鉱
石
の
標
本

を
分
類
群
ご
と
に
体
系
的
に
展

示
。
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

標
本
を
収
集
し
、
展
示
さ
れ
て

い
る
標
本
の
質
・
網
羅
性
と
も
に

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

2
階
は
岩
石
・
地
層
・
化
石
な

ど
地
球
の
構
造
や
地
球
と
生
命

の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ロ

ア
。
標
本
に
触
れ
、
３
D
画
像

を
操
作
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

3
階
で
は
採
鉱
・
選
鉱
・
製
錬

な
ど
資
源
を
開
発
・
利
用
・
活
用

す
る
た
め
の
技
術
を
紹
介
し
ま

す
。
鉱
山
の
模
型
や
レ
ア
メ
タ

ル
標
本
、
資
源
の
分
布
が
ひ
と

目
で
分
か
る
世
界
鉱
産
地
球
儀
。

ま
た
地
中
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
実
証
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
一
層
充
実

し
た
展
示
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、質
・
量
と
も
に
国
内
有
数

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

鉱
業
博
物
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
!!

●開館時間
　9時～16時（休館日除く）
●休 館 日
　12月26日～翌年1月5日
●入 館 料
　【個人】大人250円
　【団体（30名以上）】大人190円
　※高校生以下無料

1階鉱物・鉱石のフロア

2階岩石・地層・化石のフロア

紫外線照射によって蛍光する鉱物（1階）

3階採鉱・選鉱・製錬のフロア

【工学資源学部の主な沿革】
明治43年（1910）  3月 秋田鉱山専門学校設置

（採鉱学科、冶金学科）
翌44年5月から授業開始

昭和22年（1947）10月 秋田鉱山専門学校通信教育部設置

昭和24年（1949）  5月 秋田大学に鉱山学部設置
鉱山学部技術通信教育講座発足

昭和40年（1965）  4月 鉱山学研究科（修士課程）設置
平成10年（1998）  4月 工学資源学部設置（鉱山学部の改組）
平成14年（2002）  4月 工学資源学研究科設置

（鉱山学研究科の改組）
平成22年（2010）  4月 大学院部局化

小川工学資源学研究科長

吉村秋田大学長

城井文部科学大臣政務官
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まもなく創立100周年／ニュース&トピックス

　

本
シ
リ
ー
ズ
最
後
に
当
た
る

今
回
は
、
国
立
大
学
法
人
秋
田

大
学
が
発
足
し
た
'04（
平
成
16
）

年
4
月
以
降
の
工
学
資
源
学
部

の
動
き
を
中
心
に
述
べ
ま
し
ょ

う
。

　

明
治
時
代
か
ら
続
い
て
き
た

護
送
船
団
方
式
か
ら
切
り
離
し

て
設
立
さ
れ
た
各
国
立
大
学
法

人
に
は
、
自
主
的
且
つ
自
律
的

な
環
境
の
下
に
大
学
の
個
性
化

や
、教
育
・
研
究
に
加
え
て
社
会

貢
献
な
ど
が
大
き
な
使
命
と
し

て
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
営

は
役
員
会
・
経
営
協
議
会
・
教
育

研
究
評
議
会
が
主
体
で
、
前
二

者
に
は
外
部
委
員
が
加
わ
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
身
分
は
非
公
務
員
型

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
官
は

教
員
、
技
官
は
技
術
職
員
、
事

務
官
は
事
務
職
員
に
改
称
さ
れ
、

民
間
と
同
様
に
例
え
ば
給
与
か

ら
労
働
保
険
料
の
徴
収
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
化
後
の
国
か
ら
各
大

学
に
支
給
さ
れ
る
運
営
費
交
付

金
は
、
毎
年
1
％
減
額
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
苦
慮
し

た
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念

会
は
、
院
生
を
含
む
若
手
研
究

者
の
研
究
を
援
助
す
る
目
的
で
、

学
術
支
援
基
金
の
創
設
を
記
念

事
業
の
一
つ
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

法
人
化
に
伴
い
法
律
や
省
令

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
公
私

立
大
学
を
除
い
た
国
立
大
学
法

人
が
学
科
を
新
設
す
る
場
合
、

省
令
の
内
容
は
以
前
と
殆
ど
同

様
で
す
。す
な
わ
ち
、国
立
大
学

法
人
が
文
科
省
に
学
科
新
設
を

申
請
し
、
文
科
省
大
学
設
置
審

議
会
で
そ
の
妥
当
性
を
厳
し
く

審
査
し
ま
す
。
'08
年
4
月
に
環

境
物
質
工
学
科（
一
学
年
の
学

生
定
員
75
名
）を
環
境
応
用
化

学
科（
55
名
）と
改
称
し
、
同
時

に
発
足
し
た
生
命
化
学
科（
32

名
）は
こ
の
よ
う
な
審
査
を
受

け
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

'07
年
4
月
の
学
校
教
育
法
改

正
に
伴
い
、
助
教
授
を
廃
し
て

准
教
授
が
、
助
手
か
ら
教
育
・

研
究
を
主
と
す
る
職
務
を
分
離

し
て
助
教
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

工
学
資
源
学
部
で
は
助
教
授
を

准
教
授
に
、
助
手
は
審
査
を
経

て
助
教
に
し
、
教
員
の
職
名
は

教
授
・
准
教
授
・
講
師
・
助
教
と

な
り
ま
し
た
。

　

'10
年
4
月
か
ら
は
教
員
の

所
属
部
局
の
変
更
が
実
施
さ
れ
、

教
員
は
工
学
資
源
学
研
究
科
に

所
属
し
て
学
部

に
出
動
す
る
形

に
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で

は
工
学
資
源
学

部
所
属
の
教
員

が
、
大
学
院
を

兼
務
し
て
い
た

の
で
す
。

　

一
方
、
大
学

の
自
由
裁
量
は

拡
大
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
を
例

に
す
る
と
、
大

学
に
は
既
存
の

地
域
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
加
え
て
教

育
推
進
総
合
セ

ン
タ
ー
、
学
生

支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
、
国
際
資

源
学
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
な
ど

が
、
学
部
に
は
鉱
業
博
物
館
と

環
境
資
源
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に

加
え
て
、
'04
年
以
降
に
社
会
貢

献
を
目
的
と
す
る
も
の
づ
く
り

創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
と
地
域
防

災
力
研
究
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
由
裁
量
が
拡
大
さ
れ
た
一

つ
に
学
長
の
権
限
強
化
が
あ
り

ま
す
。
法
人
化
に
伴
い
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
を
鮮
明
に
し
、
研

究
資
金
の
配
分
や
教
員
配
置
に

学
長
の
裁
量
枠
を
設
け
る
大
学

が
増
え
ま
し
た
。
逆
に
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
型
の
意
見
集
約
機
構
を

整
備
し
た
大
学
も
あ
り
ま
す
。

現
役
を
離
れ
た
私
に
は
秋
田
大

学
が
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
解
り

ま
せ
ん
が
、
学
部
教
授
会
の
構

成
員
が
講
師
ま
で
拡
大
さ
れ
て

か
ら
、
教
授
会
は
各
種
会
議
の

報
告
が
中
心
と
な
り
、
活
発
な

議
論
が
失
わ
れ
た
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
教
授
会
は
様
々
な
意
見

を
持
っ
た
科
学
者
の
集
ま
り
で

あ
り
、
重
要
な
事
項
を
審
議
す

る
場（
学
校
教
育
法
第
93
条
）で

す
か
ら
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
て
こ
そ
、
学
部
や
大
学
の
発

展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

【
本
連
載
を
終
る
に
当
た
っ
て
】

'04
年
秋
に
ア
プ
リ
ー
レ
編
集
委

員
長
の
行
松
教
授
か
ら
、
学
部

創
立
１
０
０
周
年
を
学
内
外
に

宣
伝
す
る
た
め
、
ア
プ
リ
ー
レ

に
記
事
を
12
回
連
載
し
て
欲
し

い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
年

2
回
発
行
を
考
慮
す
る
と
6
年

間
の
執
筆
と
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
ほ
ど
の
負
担
に
な
ら
な
い
と

思
い
、了
解
し
ま
し
た
。し
か
し
、

翌
年
か
ら
原
則
と
し
て
年
4
回

の
発
行
と
な
り
、
お
ま
け
に
故

德
田
先
生
ら
か
ら
１
０
０
周
年

の
式
典
が
終
る
ま
で（
写
真
参

照
）続
け
て
欲
し
い
と
激
励
さ

れ
、
丸
7
年
、
24
回
の
連
載
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

間
、特
に
、資
料
収
集
に
多
大
な

御
協
力
を
戴
い
た
秋
田
市
立
中

央
図
書
館
明
徳
館
参
考
資
料
調

査
室
の
皆
様
、
再
三
拙
稿
を
修

正
し
て
戴
い
た
吉
村
学
長
、
ア

プ
リ
ー
レ
編
集
部
の
方
々
、
使

用
し
た
写
真
の
殆
ど
を
複
写

し
て
戴
い
た
千
田
恵
吾
学
芸
員

（
附
属
鉱
業
博
物
館
）に
深
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。　
　

 　
（
完
）

名誉教授、鉱業博物館元館長（学芸員）
北光会元事務局長 丸山  孝彦
創立      周年
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秋田鉱山専門学校
まもなく

100周年記念事業の一つ鉱業博物館リニューアル。写真はオープンセレモニー（10月1日）に
おけるテープカット。（撮影：千田恵吾学芸員・工学資源学部技術専門員）

教
育
文
化
学
部
附
属
中

学
校
1
年
田
中
大
貴
さ

ん
、
第
36
回
中
学
校
将

棋
名
人
戦
で
優
勝
。

　
第
36
回
中
学
生
将
棋
名
人
戦

（
日
本
将
棋
連
盟
主
催
）で
優
勝

し
た
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

附
属
中
学
校
1
年
の
田
中
大
貴

さ
ん
が
9
月
14
日（
水
）、
教
育
文

化
学
部
長
室
と
学
長
室
を
訪
問

し
、優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
第
36
回
中
学
校
将
棋
名
人
戦

は
8
月
15
日
と
16
日
に
東
京
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
1
9
7

人
が
出
場
。
田
中
さ
ん
は
激
戦
を

勝
ち
抜
き
、
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
秋
田
県
内
の
中
学
生
で
全

国
大
会
を
制
し
た
の
は
田
中
さ

ん
が
初
め
て
。
さ
ら
に
、
今
年
8

月
に
は
プ
ロ
棋
士
養
成
機
関﹁
奨

励
会
﹂へ
の
入
会
試
験
に
も
合
格

し
、﹁
早
く
プ
ロ
棋
士
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
﹂と
話
し
ま

し
た
。

秋
田
大
学
と
北
秋
田

市
縫
製
会
社
が
共
同

開
発﹁
珪
涼
玉
タ
オ
ル
﹂

　
秋
田
大
学
と
北
秋
田
市
の

縫
製
業
者
で
つ
く
る﹁
北
秋
田

W
A
T
O
G
A
共
同
組
合
﹂が
、

北
秋
田
市
特
産
の
珪
藻
土
を
活

用
し
た
冷
却
タ
オ
ル﹁
珪
涼
玉

（
ひ
ん
や
り
だ
ま
）
タ
オ
ル
﹂
を

共
同
開
発
し
ま
し
た
。
タ
オ
ル
の

中
央
部
に
珪
藻
土
の
粒
を
約
50

個
詰
め
て
お
り
、
2
～
3
分
タ
オ

ル
を
水
に
浸
す
と
、
2
時
間
ほ
ど

冷
た
さ
を
保
て
ま
す
。

　
秋
田
大
学
と
北
秋
田
市
は

2
0
0
9
年
10
月
、
特
産
物
を

活
用
し
た
産
業
振
興
に
向
け
、
包

括
協
定
を
締
結
。
開
発
を
進
め
た

小
川
竜
二
郎
准
教
授
は﹁
地
元
業

者
と
連
携
し
て
、
地
域
振
興
に
つ

な
げ
た
い
﹂と
話
し
ま
し
た
。

秋
田
大
学
陸
上
競
技
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
秋
田
大
学
の
陸
上
競
技
場
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
人
工
芝
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
、
一
周
4
0
0

メ
ー
ト
ル
の
ウ
レ
タ
ン
素
材
を

敷
き
詰
め
た
ト
ラ
ッ
ク
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
協
定

締
結
記
念
講
演
会

　
秋
田
大
学
は
10
月
12
日
、
東
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
工
科
大
学
長
を
招

き
、﹁
東
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
工
科
大

学
協
定
締
結
記
念
講
演
会
﹂を
開

催
し
ま
し
た
。
東
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

工
科
大
学
と
は
今
年
6
月
8
日

に
大
学
間
連
携
協
力
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
は
じ
め
に
水

田
国
際
資
源
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
が
挨
拶
。
引
き
続
き
東
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
工
科
大
学
の
テ
ミ

ル
ベ
コ
フ
学
長
が
講
演
し
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
資
源
開
発

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
13
日
に
は
吉
村
昇
秋

田
大
学
長
と
面
談
し
、
今
後
、
両

大
学
の
間
で
共
同
研
究
の
実
施

や
学
生
・
研
究
者
の
交
換
な
ど
活

発
な
連
携
協
力
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

﹁
リ
ケ
ジ
ョ︵
理
系
女
子
︶

へ
の
扉
﹂を
開
催

　
秋
田
大
学
で
は
講
義
や
実
験

を
通
し
て
理
工
系
分
野
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト﹁
リ
ケ

ジ
ョ
へ
の
扉
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
i
P
S
細
胞
の
研

究
で
有
名
な
京
都
大
学
・
山
中
伸

弥
教
授
の
研
究
室
に
特
定
研
究

員
と
し
て
勤
め
る
佐
藤
美
子
さ

ん（
秋
田
市
出
身
）が
講
演
。研
究

の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら

﹁
実
験
で
出
た
疑
問
を
一
つ
ず
つ

解
決
し
て
い
く
の
が
楽
し
い
﹂と

魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た﹁
キ
ッ
チ
ン
で
サ
イ
エ
ン

ス
～
寒
天
の
魅
力
～
﹂と
題
し
て

聖
霊
女
子
短
期
大
学
の
先
生
方

に
よ
る
実
験
も
行
わ
れ
、
参
加
者

達
は
理
系
分
野
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
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秋
田
大
学
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

平
成
24
年
度
の
学
生
自
主

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
か
ら
4

カ
月
が
過
ぎ
、先
日
に
は
中
間

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
報

告
会
で
は
、各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
や
、こ
れ
ま
で
の

成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
質

疑
応
答
で
は
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
以

上
に
良
く
進
ん
で
い
る
も
の

や
、思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇

し
、難
航
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
、す
べ
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
明
確
な
目
標
を

持
ち
、そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
努
力
す
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、今
回
ご
紹
介
す
る
の

は
今
年
度
、新
規
採
択
さ
れ
た

「
秋
田
大
学
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。「
エ
コ
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
作
り
上
げ

て
い
る
、大
変
興
味
深
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
の
で
、ぜ
ひ
応

援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細

を
学
生
代
表
で
、工
学
資
源
学

部
機
械
工
学
科
3
年
の
新
堀

悠
紀
君
に
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　
「
秋
田
大
学
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の
新

堀
悠
紀
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
と
い
聞
い
て

イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
は
ど
ん

な
も
の
で
す
か
？
お
そ
ら
く
、

大
半
の
方
が「
流
線
型
」「
平

べ
っ
た
く
て
広
い
」「
省
電
力
」

「
エ
コ
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
や
、
実
際
に
見
た
こ
と
が

あ
る
方
は
そ
の
形
を
思
い
浮

か
べ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
違

い
ま
す
。
ま
ず
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
は「
太
陽
光
か
ら

充
電
し
て
公
道
を
走
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
開
発
し
、街

中
や
サ
ー
キ
ッ
ト
に
乗
り
出

し
て
楽
し
む
」
こ
と
で
す
。
こ

の
目
的
を
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と

に
解
説
す
る
と
、「
太
陽
光
か

ら
充
電
」
と
は
、太
陽
電
池
パ

ネ
ル
を
使
い
、
走
行
し
て
い

な
い
間
に
走
行
用
の
バ
ッ
テ

リ
ー
に
充
電
が
出
来
る
シ
ス

テ
ム
の
こ
と
で
す
。「
公
道
を

走
行
」
と
は
車
検
に
合
格
し
、

自
動
車
と
し
て
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て

い
ま
す
。
街
乗
り
に
利
用
し
た

い
の
で
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
、特

定
の
場
所
で
し
か
使
え
な
い

の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

の
高
価
で
燃
費
も
悪
く
、環
境

に
優
し
く
な
い
乗
り
物
と
見

ら
れ
が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
の
で「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
提
案
し
ま
し

た
。
エ
コ
で
環
境
に
優
し
い
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
で
楽
し
く
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
最
後
の「
街
中
や
サ
ー

キ
ッ
ト
に
乗
り
出
し
て
楽
し

む
」
は
、た
だ
の
エ
コ
カ
ー
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な

フ
ォ
ル
ム
と
走
行
性
能
を
兼

ね
備
え
る
こ
と
で
走
る
楽
し

み
を
存
分
に
味
わ
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
計
画
や
組

織
な
ど
活
動
の
運
営
方
法
が

ま
だ
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、ま
ず
は
初
年
度
の
計
画
を

達
成
す
る
こ
と
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
に
導

い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の

で
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
ま
た
、
受

験
生
の
方
や
、
在

学
生
の
方
で
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ

た
方
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
秋
田
大
学

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

一
緒
に
楽
し
く
活

動
し
て
く
れ
る
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　

神
谷　

修 
K

a
m

i
y

a
 

O
s

a
m

u

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

　

面
接
試
験
の
最
後
に
、
会

社
側
か
ら「
こ
の
際
で
す
か
ら
、

我
々
に
何
か
聞
い
て
お
き
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
い
い
で
す
よ
」と
、に

こ
や
か
な
表
情
で
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
こ
れ
も
面
接
質
問
の
一

つ
。
受
験
生
が
何
を
聞
い
て
く

る
の
か
、
を
問
う
て
い
る
の
で

す
。
答
え
る
準
備
は
し
て
い
て

も
、
質
問
す
る
準
備
は
で
き
て

い
な
い
受
験
生
が
多
い
。
企
業

側
に
と
っ
て
は
、
意
外
と
有
効

な
質
問
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
う
書
い
て
い
て
思
い
出
す

場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

本
番
の
入
社
試
験
。
面
接
の

最
後
に「
何
か
質
問
は
あ
り
ま

す
か
？
」と
切
り
出
し
た
ら「
あ

の
う
、
皆
さ
ん
は
今
、
幸
せ
で

す
か
？
」と
聞
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。男
子
学
生
で
し
た
。

　

面
接
官
は
4
人
い
ま
し
た

が
、し
ば
し
絶
句
。皆
が「
自
分

は
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
か
」と
自

問
自
答
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
誰
か
が
代
表
し
て「
は
い
。

も
ち
ろ
ん
で
す
」と
答
え
て
い

ま
し
た
が
、
学
生
に「
嘘
」の
気

配
を
見
抜
か
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

今
も
っ
て
、
答
え
に
詰
ま
る

「
直
球
」の
質
問
で
し
た
。

　

や
や
強
引
に
展
開
し
ま
す

が
、
今
回
は︻
質
問
の
趣
旨
︼を

き
ち
ん
と
読
み
取
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

面
接
で
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
実
際
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
に︻
最
近
印
象

に
残
っ
た
本
、映
画
、ビ
デ
オ
、

演
劇
、
展
覧
会
、C
M
、
広
告

の
中
か
ら
一
つ
面
白
か
っ
た

点
を
お
書
き
下
さ
い
︼と
い
う

設
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

回
答
を
読
ん
で
み
る
と
、
本

や
映
画
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー

説
明
に
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
割

き
、
書
き
込
み
欄
が
不
足
し
た

あ
げ
く
、「
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
」と
い
う
結
論
で
文
章
を
終

え
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
質
問
の
趣
旨
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

面
接
官
た
ち
は
最
近
、退
屈

気
味
で
、お
も
し
ろ
い
本
や
映

画
を
探
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　

知
り
た
か
っ
た
の
は
、一
つ

の
作
品
を
通
じ
て
受
験
生
が

何
を
感
じ
た
か
、
考
え
た
か
と

い
う
こ
と
。
引
用
さ
れ
た
本
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
は
、
舞
台
回
し
に

文章力up
Column

す
ぎ
ま
せ
ん
。「
興
味
」「
好
奇

心
」「
洞
察
力
」「
感
性
」な
ど
を

問
う
て
い
る
の
で
す
。

　

じ
ゃ
あ
、
ど
う
回
答
し
ま

し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、︻
最
近
、
話
題
の

映
画「
猿
の
惑
星
」を
観
ま
し

た
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
猿
で

は
な
く
、
人
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
⋮
⋮
︼。
例
え
ば
、
こ

ん
な
入
り
方
で
も
か
ま
わ
な

い
。
ス
ト
ー
リ
ー
部
分
は「
話

題
の
映
画
」だ
け
で
も
十
分
で

す
。
そ
し
て
映
画
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は

さ
り
げ
な
い
演
出
効
果
な
ど

に
触
れ
る
。
私
は
こ
う「
感
じ

た
」「
思
っ
た
」「
考
え
た
」と
い

う
点
に
絞
っ
て
書
き
込
み
ま

し
ょ
う
。
文
末
を「
○
○
だ
か

ら
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
」と

い
う
の
は
だ
め
で
す
。

　

最
後
に「
お
も
し
ろ
い
」と
い

う
言
葉
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て

も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
聞

記
者
時
代
、
仲
間
と
の
会
話
で

最
も
多
く
使
っ
た
言
葉
が「
お

も
し
ろ
い
」だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

○
東
京
地
検
が
こ
ん
な
捜

査
を
や
る
ら
し
い
→
お
も
し

ろ
い
な（
す
ご
い
展
開
に
な
る
な
、

の
意
味
）

　

○
デ
ス
ク
、
こ
ん
な
話
を
聞

い
て
き
ま
し
た
→
お
も
し
ろ

い
。い
け（
い
い
記
事
に
な
る
。す

ぐ
書
け
、の
意
味
）

　

○
あ
の
議
員
が
、
こ
ん
な

ふ
ざ
け
た
こ
と
を
言
っ
て
ま

し
た
→
お
も
ろ
い
な
あ（
上
等

じ
ゃ
な
い
か
。
受
け
て
立
と
う
、

徹
底
的
に
書
こ
う
、
の
意
味
。
な

ぜ
か
関
西
弁
）

　

必
ず
し
も「
楽
し
い
」こ
と

ば
か
り
で
は
な
い
の
で
す
が
、

「
お
も
し
ろ
い
」と
い
う
言
葉

が
、
仕
事
に
取
り
か
か
る
号
砲

に
な
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。

秋
田
大
学
企
画
広
報
課
長

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

秋
田
大
学
学
生
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
A
S
S
P
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
実
験
成
功

　

秋
田
大
学
学
生

宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
A
S
S
P
）は
10
月
10

日（
月
）に
秋
田
県
能
代

市
落
合
浜
海
水
浴
場
跡

地
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ロ
ケ
ッ
ト「
A
S
S
P

−

H
T
J

−

16
ロ
ケ
ッ
ト
」

（
全
長
1
・
5
メ
ー
ト

ル
）の
打
上
実
験
を
実

施
し
、
日
本
の
学
生
団

体
と
し
て
は
初
め
て
海

上
へ
の
打
上
げ
に
成
功
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
実
験
は
、
今
後
よ
り

高
く
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る

実
験
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
際
は
落
下
し
て
も
安

全
な
海
上
へ
の
打
上
げ
が
中
心

に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
ロ

ケ
ッ
ト
を
海
上
で
回
収
す
る
技

術
の
実
証
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
生
ら
約
20
人
が
午
前
5
時

か
ら
準
備
を

進
め
、
午
前

9
時
2
分
に

点
火
。
勢
い

よ
く
発
射
台

を
飛
び
出
し

た
ロ
ケ
ッ
ト

は
、
高
度
約

6
0
0
ｍ
に

到
達
後
、
海

上
に
落
下
し

ま
し
た
。
ロ

ケ
ッ
ト
着
水
確
認
後
、
回
収
船

に
て
待
機
し
て
い
た
回
収
隊
が

ビ
ー
コ
ン
を
用
い
て
ロ
ケ
ッ
ト

の
位
置
を
特
定
し
、
着
水
か
ら

5
分
ほ
ど
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
回
収

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

A
S
S
P
代
表
の
工
学
資
源

学
部
3
年
川
端
洋
さ
ん
は「
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
が
開
か
な
い
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
っ
た
が
、お
お
む
ね
成
功

し
た
。宇
宙
へ
向
け
た
大
き
な
一

歩
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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学 生 情 報

c l u b  a c t i v i t i e s

アメリカン
フットボール部

秋
田
大
学
祭

﹁S
hining

～
輝
け
東
北
～
﹂を
開
催

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
人

工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
学

生
達
の
声
が
響
き
ま
す
。
多

く
の
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
で

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
隙
間
な
く

埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
人
工
芝
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
怪
我
を
し
に
く
く
、

あ
ら
か
じ
め
線
が
引
か
れ
て

い
る
た
め
、
使
用
す
る
各
部

と
も
練
習
の
効
率
や
質
が
高

ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
ひ
と
き
わ
大

き
な
声
で
練
習
に
励
む
の
が

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
で
す
。秋
風
の
吹
く
中
、入

念
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

か
ら
始
ま
る
練
習
は
激
し

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
う
こ
と

　

10
月
22
日
と
23
日

の
2
日
間
に
わ
た
っ

て
、
秋
田
大
学
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は「Shining

〜
輝
け
東
北
〜
」。
学

生
自
ら
が
企
画
・
運
営

し
、ス
テ
ー
ジ
発
表
や

模
擬
店
、
企
画
展
な
ど

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ミ
ス
コ

ン「
秋
田
大
美
人
」も
大
学
祭

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
。
4
人
の
候
補
者
が
自
分
の

特
技
・
知
識
・
美
し
さ
な
ど
を
披

露
し
、
競
い
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
審
査
の
末
、
教
育
文
化
学

部
４
年
の
石
井
春
香
さ
ん
が

見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
、

2
0
1
1
年
度
の「
秋
田
大
美

人
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ス
コ
ン
審
査
は
3
部
構
成
。

第
1
部
で
は
候
補
者
そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
大
食
い

や
ダ
ン
ス
・
歌
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
第
2
部
で
は
秋
田
に

ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
に
答
え
、
秋

田
へ
の
愛
を
競
う「
秋
田
カ
ル

ト
ク
イ
ズ
」を
開
催
。
一
問
正
解

に
つ
き
3
票
が
加
算
さ
れ
る
た

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
鋭
い

タ
ッ
ク
ル
に
難
し
い
ボ
ー
ル

キ
ャ
ッ
チ
。
私
は
練
習
か
ら

魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

主
務
を
務
め
る
の
は
教
育
文

化
学
部
3
年
の
佐
々
木 

秀
悟

さ
ん
。「
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
人

で
も
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
。

相
手
チ
ー
ム
の
分
析
を
す
る

者
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
必
要
。

全
員
で
協
力
し
て
勝
と
う
と

し
て
い
る
」
と
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
チ
ー
ム
へ

の
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
東
北
学
生
リ
ー

グ
三
位
に
輝
い
た
チ
ー
ム
も

現
在
の
部
員
数
は
15
名
。
こ

れ
は
11
人
で
行
う
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
、

満
足
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ

ん
。し
か
も
、試
合
中
の
選
手

交
代
は
自
由
。つ
ま
り
、一
度

退
場
し
た
選
手
が
、
試
合
に

復
帰
す
る
事
も
許
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。そ
の
た
め
、
多
く

の
チ
ー
ム
で
は
攻
撃
専
任
の

11
人
、
守
備
専
任
の
11
人
な

ど
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
て
、
攻
守
交

代
の
時
な
ど
は
フ
ィ
ー
ル
ド

の
11
人
全
員
が
入
れ
替
わ
る

の
が
普
通
だ
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
中
で
も
チ
ー
ム
は「
や
る

か
ら
に
は
上
に
勝
ち
あ
が
っ

て
い
き
た
い
」と
ま
ず
は
リ
ー

グ
一
部
の
昇
格
を
目
標
に
、

日
々
の
練
習
か
ら
目
の
前
の

試
合
に
勝
つ
た
め
の
イ
メ
ー

ジ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
現
在
の
チ
ー
ム
に

大
学
入
学
前
か
ら
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

た
部
員
は
い
ま
せ
ん
。「
全
員

で
協
力
し
て
勝
つ
」と
い
う
言

葉
通
り
、
先
輩
、
後
輩
関
係

な
く
忌
憚
の
な
い
意
見
が
交

わ
さ
れ
る
チ
ー
ム
。
1
年
生

の
成
長
と
共
に
、
来
シ
ー
ズ

ン
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

秋
田
大
学
報
道
局（
A
U
P
）
濱
田  

め
、
ど
の
候
補
者
も
真
剣
な
様

子
で
問
題
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
第
3
部
、
候
補
者
が
色

と
り
ど
り
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
で
登
場
す
る
と
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

審
査
は
知
性
や
ア
ピ
ー
ル
力
、

容
姿
な
ど
を
基
準
に
総
合
的
に

評
価
。
審
査
員
3
名
と
観
客
に

よ
る
投
票
で
今
年
の「
秋
田
大

美
人
」が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
の
石
井
さ
ん
は

「
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ
る
と

は
・
・
・
。
今
日
ま
で
支
え
て
く

れ
た
友
人
に
感
謝
し
た
い
。」と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

大
学
祭
2
日
目
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
、
多
く
の

方
に
来
学
い
た
だ
き
、
成
功
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
H
I
V
）

の
感
染
者
は
、

症
状
の
な
い

キ
ャ
リ
ア
ー
か
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
発
症

し
て
い
る
患
者

の
ど
ち
ら
か
と

し
て
発
見
さ
れ

ま
す
。
前
者
を

H
I
V
感
染
者
、

後
者
を
エ
イ
ズ

（
A
I
D
S
）

患
者
と
し
て
、

日
本
国
内
で

新
た
に
報
告

さ
れ
て
い
る

人
は
毎
年
増

加
。
2
0
1
0

年
は
、
新
規

H
I
V
感
染
者

が
1
0
7
5
人
で
過
去
3
位
、新

規
エ
イ
ズ
患
者
は
4
6
9
人
で

過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
合

計
1
5
4
4
人
は
過
去
2
位
の

数
で
す（
厚
生
労
働
省
エ
イ
ズ

動
向
委
員
会「
エ
イ
ズ
発
生
動

向
報
告
」よ
り
）。
国
連
合
同
エ

イ
ズ
計
画（
U
N
A
I
D
S
）
の

報
告
に
よ
れ
ば
2
0
1
0
年
末

の
世
界
の
H
I
V
感
染
者
数
は

3
4
0
0
万
人
。
新
規
感
染
者

は
年
々
減
っ
て
い
る
も
の
の
、過

去
10
年
間
で
み
る
と
感
染
者
は

7
0
0
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、H
I
V
や
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
、
興
味

が
な
い
、関
係
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
『
H
I
V
理
解
・
予
防
啓
発
イ

ベ
ン
ト
』は
教
育
文
化
学
部
心
理

学
専
攻
の
大
学
院
生・学
部
学
生

を
中
心
に
企
画
さ
れ
、例
年
、秋

田
大
学
祭
に
あ
わ
せ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。「
幼
児
・小
・中
・高
校

生
・大
学
生
・一
般
市
民
、多
く
の

方
に
H
I
V
や
エ
イ
ズ
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。イ
ベ
ン

ト
を
と
お
し
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、自
分
や
周
囲
の
人
た

ち
を
大
切
に
し
、と
も
に
生
き
る

こ
と
を
考
え
る
機
会
に
し
て
も

ら
い
た
い
」と
イ
ベ
ン
ト
開
催
メ

ン
バ
ー
の
木
村
景
さ
ん（
教
育
文

化
学
部
３
年
次
）は
話
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、H
I
V
感
染

の
情
報
や
検
査
方
法
、
予
防
方

法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
。
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
、H
I
V

や
エ
イ
ズ
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
運
動
、セ
ク
シ
ャ

リ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
も
展
示

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
エ
イ
ズ
専

門
医
師
、
県
担
当
者
、H
I
V

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
専
門
家
か
ら

の
貴
重
な
見
解
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
H
I
V
や
エ
イ
ズ
に
つ
い
て

の
話
は
、
ま
だ
ま
だ
触
れ
ら
れ

に
く
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、小
・
中
・

高
校
の
授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
て
も
十
分
と
は
い
え
ず
、大

学
の
講
義
で
も
耳
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。大
学
祭

と
い
う
身
近
な
場
か
ら
少
し
ず

つ
で
も
正
し
い
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
開
催
メ
ン

バ
ー
は
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
と
も
に
生
き
る
」こ
と
を

考
え
る
機
会
に
し
た
い

～
H
I
V
理
解・予
防
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
～

●12月中には、12月1日の「世界エイズデー」にちなんで教育文化学3
号館1階の学生ホールでHIV理解・予防展示の開催を予定している。

見事グランプリに選ばれた
石井春香さん（教育文化学部 4年）
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社会貢献活動／国際交流

国際
交流
書
を
持
っ
て
海
外
へ
出
よ
う
！

郎

教
育
文
化
学
部
　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
　

宮
本 

律
子

の
寄
っ
て
立
つ
文
化
を
大
事
に

思
う
こ
と
は
、人
間
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
。
け
れ
ど

も「
私
は
、海
外
に
行
っ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
は
絶
対
な
い
と
思

う
し
、
海
外
へ
の
観
光
旅
行
に

も
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
か
ら
、

英
語
や
外
国
語
を
習
う
意
義
を

感
じ
ま
せ
ん
」
と
言
い

放
っ
た
学
生
に
出
く
わ

し
て
、驚
愕
し
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
学
生
は
、ど

う
し
て
自
分
の
人
生
を

そ
ん
な
に
狭
く
限
定
し

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
し
て「
絶
対
」
と
か

「
ま
っ
た
く
」
と
か
言
え

る
の
だ
ろ
う
。
私
は
こ

の
歳
に
な
っ
て
も「
わ
た

し
は
将
来
、
絶
対
○
○

は
し
な
い
」
と
言
い
切
る

勇
気
が
な
い
。
第
一
、ま

だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い

と
こ
ろ
、ま
だ
見
た
こ
と

が
な
い
物
が
世
界
中
に

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、こ
の

目
で
見
て
み
た
い
と
い

う「
欲
」
を
捨
て
き
れ
な

い
。
そ
の
人
は
、テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

横
手
市
山
内
地
区（
旧
山
内

村
）に
関
連
し
た「
い
ぶ
り
が
っ
こ

製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
商
品
名

い
ぶ
り
ば
で
ぃ
←
実
に
巧
い
表

現
！
）に
か
か
わ
っ
て
山
内
に
出

向
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
つ
ど
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
高
橋
登
氏
や
奥
様

と
話
を
し
ま
す
。そ
の
感
想
か
ら
。

　

ま
ず
、高
橋
さ
ん
か
ら「
愚
痴
」

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

失
礼
を
十
分
承
知
で
申
し
上
げ

ま
す
が
、山
内
と
い
え
ば
、「
過
疎
」

の
代
名
詞
で
、愚
痴
や
ぼ
や
き
は

　

北
秋
田
分
校
に
つ
い
て
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ど
の
辺
に
あ

る
ん
で
す
か
？
」

　
「
先
生
と
学
生
は
ど
こ
に
い
る

ん
で
す
か
？
」

　
「
な
に
を
勉
強
し
て
い
る
ん
で

す
か
？
」と
。

　

私
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い

ま
す
。

　
「
分
校
は
北
秋
田
市
役
所
内

に
あ
り
ま
す
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
は

北
秋
田
地
域
一
帯
で
す
。地
域
を

そ
れ
こ
そ
溢
れ
る
だ
け
あ

る
は
ず
で
す
。し
か
し
、
氏

は
口
に
し
な
い
。言
う
暇
が

あ
っ
た
ら
何
か
意
味
の
あ
る

ア
ク
シ
ョ
ン
を
！
と
思
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
そ
し
て
、や
る
こ
と

が
明
る
く
、
か
つ
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
す
。結
構
大
き
い

水
車
が
回
っ
て
い
て
、ソ
バ

の
粉
を
黙
々
と
挽
い
て
い
ま

す
。（
電
動
で
挽
く
ソ
バ
を

提
供
す
る
所
は
あ
っ
て
も
、水
車

製
ソ
バ
を
、そ
の
場
で
食
で
き
る

所
は
メ
ッ
タ
に
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
。）

　

人
件
費
を
除
い
て
約
1
0
0
万

ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、予
算

は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

Ａ「
な
に
、
国
交
省
の
懸
賞
論

文
で
一
席
に
な
っ
た
の
で
そ
れ
を

充
て
た
」　
Ｑ「
勝
算
は
あ
っ
た
の

で
す
か
」　

Ａ「
何
と
な
く
、な
る

感
じ
が
し
た
」　

Ｑ「
は
ず
れ
た

ら
計
画
し
た
水
車
は
ど
う
な
っ

た
の
で
す
か
」　

Ａ「
そ
ん
と
き
は
、

ひ
と
つ
の
資
源
と
し
て
み

る
と
き
、
地
域
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
が
豊
富
に
あ

る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
教
育
資
源
と

し
て
の
学
校
、
地
域
資
源

と
し
て
の
珪
藻
土
、
観
光

資
源
と
し
て
の
内
陸
線
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
源

発
掘
と
開
発
を
大
学
が
お

手
伝
い
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
の
が
ね
ら

い
で
す
。で
す
か
ら
、
分
校
は
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
大
学
の
力
を
注
ぎ

込
め
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
と

い
う
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま

す
。」

　

以
上
の
ね
ら
い
を
も
っ
て
、北

秋
田
分
校
は
、
昨
年
の
11
月
に

北
秋
田
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ

以
来
、
北
秋
田
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
一

環
と
し
て
、
珪
藻
土
開
発
に
加

え
現
在
、
秋
田
北
鷹
高
校
生
徒

別
の
捻
出
方
法
を
考
え
た
べ
な
」

　

学
校
も
含
め
た
教
育
行
政
一

般
の
話
で
す
が
、次
の
よ
う
な
声

が
多
か
っ
た
で
す
。

　
「
他
県
比
較
で
予
算
が
3
分
の

1
だ
。こ
れ
で
や
れ
と
言
わ
れ
て

も
」「
年
齢
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。中

堅
層
が
い
な
い
」「
よ
い
生
徒
は

皆
、
某
高
校
に
行
っ
て
し
ま
う
。

う
ち
は
残
り
だ
」「
い
わ
ゆ
る
欠

損
家
庭
が
２
割
近
い
」「
学
校
の

隣
が
公
営
住
宅
で
マ
ン
シ
ョ
ン

族
が
少
な
い
」・・・
。

　

自
戒
も
込
め
て
い
え
ば
、
こ

の
種
の
話
を
１
０
０
時
間
続
け

て
も「
不
変
」で
し
ょ
う
。

　

包
括
協
定
・
・
・
少
し
固
い
言

い
方
で
す
が
、
要
は
、
大
学
と

地
域
の
双
方
が「
い
い
と
こ
」

「
強
み
」を
出
し
合
お
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
第
一

歩
は
、
高
橋
登
氏
に
代
表
さ
れ

る「
発
想
」「
姿
勢
」を
汲
み
取
り
、

そ
れ
を
他
分
野
で
応
用
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

会
と
秋
田
大
学
生
に
よ
る
ト
レ

イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
・

継
続
中
で
す
。
第
１
回
は
秋
田

北
鷹
高
校
生
徒
会
と
地
元
出
身

の
秋
田
大
学
生
に
よ
る
〜
若
い

視
点
で
語
る
秋
田
内
陸
線
の
未

来
〜
ト
レ
イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
若
者
な
ら
で
は
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
第
２
回
は
、
各
自
が
ま
と

め
た
提
言
内
容
の
報
告
を
基
に
、

「
提
言
具
体
化
の
プ
レ
リ
ュ
ー

ド
」と
称
し
て
、
秋
田
大
学
祭
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
来
る
11
月
21
日（
月
）

に
は
、北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
に
取
り
組

ん
で
き
た
地
域
資
源
の
発
掘
・
開

発
を
テ
ー
マ
と
し
た
発
表
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

隠
れ
た
資
源
を
持
ち
寄
り
、

発
掘
・
開
発
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
の
若
者
は
、
内
向
き
志

向
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
あ
な

た
自
身
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
私

が
教
壇
に
立
っ
て
20
年
余
り
、

確
か
に
そ
の
傾
向
は
見
え
る
。

「
日
本
が
大
好
き
で
す
！
」「
秋

田
が
一
番
！
」と
い
う
学
生
が
増

え
た
。
そ
れ
は
結
構
。み
ず
か
ら

素
敵
な
街
並
み
を
見
て
、あ
あ
、

自
分
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
の
空
気

を
吸
っ
て
み
た
い
と
思
わ
な
い

の
か
し
ら
？
自
分
の
周
り
に
い

る
人
た
ち
と
は
全
然
違
う
モ
ノ

の
見
方
を
す
る
人
た
ち
に
会
っ

て
み
た
い
と
思
わ
な
い
の
？

　

私
は
、
記
憶
を
た
ど
る
時
に
、

そ
の
街
や
場
所
の
匂
い
を
手
掛

か
り
に
し
て
思
い
だ
す
こ
と
が

多
い
。
自
分
が
訪
れ
た
こ
と
の

あ
る
場
所
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
る
と「
あ
れ
、こ
ん
な
感
じ
で

は
な
い
の
に
な
あ
」
と
思
う
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
結
局
、自

分
の
肌
で
感
じ
た
空
気
感
で
し

か
表
現
で
き
な
い
の
だ
、
あ
る

場
所
の「
匂
い
」
は
。
カ
リ
ア
リ

の
風
、大
連
の
空
港
の
匂
い
、ナ

イ
ロ
ビ
の
市
場
の
空
気
、
ブ
カ

レ
ス
ト
の
石
畳
の
し
っ
と
り
と

し
た
感
覚
・・・。

　

若
い
う
ち
に
、本
を
読
む
、つ

ま
り
、い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
吸

収
す
る
こ
と
は
大
事
だ
。
そ
れ

に
加
え
て
、
今
い
る
と
こ
ろ
か

ら
一
歩
外
に
出
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。
九
州
に
行
く
よ

り
安
く
ソ
ウ
ル
に
飛
べ
る
の
だ

か
ら
。

カナダ（井口悦美さん） ケニア（金平英里子さん）

インドネシア（志渡茜さん）

横
手
分
校
長

根
岸
　
均

平成21年8月5日開設

北
秋
田
分
校
長濱

田
　
純

平成22年11月17日開設

秋 田 大 学
分校長紹介

県内への情報発信と、
より密接な地域連携を目指して
横手市と北秋田市へそれぞれ
分校を開設しています。
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学 内 情 報

 ■ 平成23年度科学研究費補助金等交付決定一覧
　（平成23年7月1日～9月30日採択分）

研究代表者
（所属／職／氏名）

交付金額（単位：千円）
研究課題名直接

経費
間接
経費 計

【研究種目】　環境研究総合推進費補助金

大学院工学資源学研究科
助教　和嶋  隆昌 3,777 1,132 4,909

硫化処理した廃棄物系バイオマスを用いためっき廃液からの
高選択的レアメタル分離回収技術の開発に関する研究

【研究種目】　研究活動スタート支援

医学部
医員　佐藤　惠 1,300 390 1,690

着床前診断における割球除去が胚発育挙動と
エピジェネティックなプロセスに与える影響

大学院医学系研究科
助教　眞壁  幸子 400 120 520 寒冷地における人工股関節全置換術を受ける患者のQOLの検証

※科学研究費補助金のうち前回掲載分を除き、追加内定分があったもの。

 ■ 教育研究プログラム等採択状況 （平成23年7月1日～9月30日採択分）
制度名 プロジェクト名 事業期間（年度） 交付金額等（単位：千円） 所属・事業代表者

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

溶融硫酸塩を用いた希少元素酸化物の溶解と
リサイクル法への応用 23年度 2,990

大学院工学資源学研究科
講師　福本  倫久

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

もみ殻由来マイクロ・メソポーラス活性炭の
大容量キャパシタ電極への応用 23年度 2,990

大学院工学資源学研究科
准教授　熊谷  誠治

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

テラヘルツ帯の電磁波による
環境モニタリング技術の構築 23年度 2,990

大学院工学資源学研究科
准教授　水戸部  一孝

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

高選択性レアメタル分離・抽出剤の合成開発研究 23年度 2,990
大学院工学資源学研究科
講師　近藤  良彦

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

色素細胞特異的転写因子MITF抑制作用を有する
悪性黒色腫治療薬及びメラニン色素抑制剤の開発 23年度 2,990

教育文化学部
准教授　池本　敦

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

自律的で自由自在に水面を移動できる新しい推進機構を
備えた回転円すい浮体式水質浄化装置の開発 23年度 1,690

大学院工学資源学研究科
准教授　足立  高弘

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

粉末圧延法で調製したヘテロ構造Pb基合金の
電解プロセッシング用不溶性アノードとしての特性 23年度 1,690

大学院工学資源学研究科
教授　田口  正美

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

溶融塩電析による希土類元素を含む
Ni-Al合金コーティングプロセスの開発 23年度 1,690

大学院工学資源学研究科
教授　原　基

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

ナノスケール物性制御による
表面平滑ビットパターン媒体の作製 23年度 1,690

大学院工学資源学研究科
助教　長谷川  崇

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

細胞培養に適した生体吸収性材料の開発 23年度 1,690
大学院工学資源学研究科
教授　寺境  光俊

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

培養器内で歯胚形成を可能にする
スフェロイド融合培養法 23年度 1,690

大学院医学系研究科
講師　小代田  宗一

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援プログラム【FS】ステージ（A-STEP【探索タイプ】）

天然物由来の環状ペプチドを基盤とした
新規血栓溶解剤の開発 23年度 （

1,690
うち、1,430千円は秋田大
学、260千円は共同研究機
関の北里大学へ配分 ） 大学院医学系研究科

助教　小泉  幸央

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果展開事業「先端計測分析技術・機器開発プログラム」
機器開発タイプ

ベクトル磁場検出・高分解能・近接場磁気力顕微鏡 23年度～26年度 未定 大学院工学資源学研究科
教授　齊藤　準

（独）科学技術振興機構（JST）
戦略的創造研究推進事業（さきがけ） マクロファージの活性化調節による慢性炎症の制御 23年度～25年度 未定 大学院医学系研究科

講師　佐々木  純子

（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
先導的産業技術創出事業（若手研究グラント）

FePt系規則合金の強磁性‐常磁性相変化を誘起する
イオン照射型フラット・パターニング法による
ビット・パターンド・メディアの開発

23年度～27年度
（予定） 未定 大学院工学資源学研究科

助教　長谷川  崇

文部科学省
科学技術人材育成費補助事業
「テニュアトラック普及・定着事業（機関選抜型）」

ー 23年度～27年度 未定 秋田大学長　吉村　昇

（独）科学技術振興機構（JST）
科学コミュニケーション連携推進事業
「機関活動支援」「草の根型」プログラム

お茶やフルーツを食べて、味覚の不思議を体験しよう！ 23年度 60
バイオサイエンス
教育・研究センター

技術専門員　川越  政美

（独）科学技術振興機構（JST）
科学コミュニケーション連携推進事業
「機関活動支援」「草の根型」プログラム

不思議体験？野菜から遺伝子を取出してみよう！ 22年度 60
バイオサイエンス
教育・研究センター

技術専門員　川越  政美

科学技術人材育成費補助金
（理数学生支援事業）

独創的発想に富む科学者育成プログラム
－出る杭を延ばすへリックスプロジェクト－ 23年度～26年度

平成23年度交付予定額
現在14,722千円で申請中

秋田大学長　吉村　昇

※競争的資金の23年度新規採択分のうち、追加内定分があったもの。前回掲載分を除く。学部にあっては、学部から直接公募機関に申請し、採択となったもの。前回掲載分を除く。

 ■ 海外渡航 【教職員の外国出張・海外研修】（一ヵ月以上）
所属・職名・氏名 渡航目的 渡航先国 渡航期間 備　考

工学資源学研究科  機械工学専攻
准教授　巖見  武裕 海外派遣（ブルーネル大学にて共同研究のため） イギリス 24.1.15～24.9.14 平成23年度秋田大学研究者海外派遣事業による出張

※外国出張と海外研修の届け出があったもののうち、一ヵ月以上の渡航を対象とする。前回掲載分を除き出発日が決定している渡航。

 ■ 海外渡航（学生） 【学生の海外派遣事業等】
事業名または経費 所属学部等名・氏名 留学先大学名（国名） 渡航期間 備　考

秋田大学学生海外派遣支援事業 工学資源学部　生命化学科
［2年］髙橋  力載

交換留学／ケミ・トルニオ応用科学大学（フィンランド） 23.8.16～24.6.16

平成23年度秋田大学海外短期研修支援事業
フィリピン研修

工学資源学部　地球資源学科
［4年］渡辺　拓　［4年］石原  祐士

短期留学／フィリピン大学（フィリピン） 23.7.12～23.7.30

平成23年度秋田大学海外短期研修支援事業
日本人学生のためのサマープログラム

－ドイツ語とドイツ文化－

教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］菊池  友希子　［2年］宮川  まりあ
［2年］山下  あゆみ　［2年］後藤  美咲

短期留学／フライブルク大学（ドイツ） 23.8.6～23.9.1

平成23年度秋田大学海外短期研修支援事業
中国文化論演習

教育学研究科　国語教育専修
［2年］佐藤  弘理
教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］佐藤  奈子　［2年］平山  知実

短期留学／黒龍江大学（中国） 23.9.16～23.9.30

平成23年度秋田大学海外短期研修支援事業
2011年夏休みビクトリア大学短期語学研修

教育文化学部　人間環境課程
［2年］佐藤　澪
教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］井口  悦美
［1年］高橋  春菜　［1年］市橋  通子

短期留学／ビクトリア大学　英語センター（カナダ）
23.9.6～23.9.30

医学部 医学科
［1年］石黒  哲史 23.9.6～23.9.23

授業開始と重なったため、
通常4週間の研修を3週間で切り上げ。

※前回掲載分を除き出発日が決定している渡航。私用での渡航は除く。

 ■ 人事異動情報 （平成23年7月2日～10月1日）
発令
年月日 新配置 旧配置 氏　名

部局長等兼務

10月  1日 国際資源学教育研究センター長 国際資源学教育研究センター
教授 水田  敏夫

採用・退職・承認等

10月  1日 大学院医学系研究科教授 東京大学医科学研究所
講師 後藤  明輝

7月26日 退職（死亡） 大学院工学資源学研究科
教授 山口  伸次

※掲載対象は、部局長・教授以上（学長特別補佐も含む）
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〈催し物〉
秋田大学鉱業博物館
リニューアルオープン記念
第1回鉱業博物館特別展示会
「秋田鉱山専門学校
ゆかりの品々」
鉱業博物館は秋田大学工学資源学部創立100周年
を記念して、10月1日、リニューアルオープン。創
立以来100年にわたって研究や学生教育のために
収集された貴重な地質・鉱工業関係の資料などを
展示する。
●10月1日（土）～11月6日（日）9:00～16:00
●鉱業博物館2階特別展示室
☎018・889･2461
------------------------------------------------------------

三大学連携事業
「作る・知る・学ぶ in 能代市」
秋田大学・秋田県立大学・国際教養大学は、大学間
の垣根を越え、三大学連携事業「作る・知る・学ぶ in
能代市」を開催する。小学生を対象とした異文化交
流事業や高校生を対象とした高大連携事業。また
市民の方を対象とした講演会など地域の身近な話
から世界的な環境問題の話まで、広く関心の持て
る内容を提供する。
●11月5日（土）10:00～15:50
●能代市中央公民館、能代市働く婦人の家
●参加無料、要申込　☎018･889･3201
------------------------------------------------------------

秋田大学職員山の会
創立50周年記念写真展
秋田大学職員山の会創立50周年記念事業の一環
として、写真展を開催。山の会会員が今までに登っ
た、多くの山の写真を展示する。
●11月7日（月）～12月2日（金）
　10:30～17:00（※土日・祭日除く）
●秋田大学インフォメーションセンター
●入場無料　☎018･889･2931
------------------------------------------------------------

第14回 秋田大学肝臓大学
秋田大学肝疾患相談センターの三浦光一特任講師
と秋田大学消化器内科の渋谷友美医員がそれぞれ
「C型肝炎の最新治療」、「腹部超音波検査 肝臓病
で分かること」について講演する。
●11月12日（土）10:00～（1時間程度）
●秋田大学医学部医学系研究棟4階6講義室
●参加無料、予約不要　☎018･884･6297
------------------------------------------------------------

第5回コンシェルジュ・デスク相談員研修会
基本的な相談の受け方（発展編）
～困ったさんへの対応～
髙田知惠子教授（教育文化学部 教育心理学講座）
が相談員のスキルアップを目的として、対応に困
るようなケースを例に、良好な対人関係のあり方
や対応のしかたについて話す。
●11月16日（水）13:00～14:00
●秋田大学本部管理棟3階第3会議室
●一般の方、秋田大学教職員　☎018･889･2260
------------------------------------------------------------

秋大憩いのコンサート
【第14回】●11月27日（日）14:00～
「カフェの気分で～ドビュッシー、ラヴェル、
サティ・・・近代フランスの小品を集めて」
【第15回】●12月17日（土）14:00～
「クリスマス・コンサート～ピアノ、クラリネット、
サックス、コントラバス、合唱」
【第16回】●1月29日（日）14:00～
「イタリア歌曲の楽しみ～いとしい人よ、
喜ばせてあげて、一粒の涙、さよなら　ほか」
【第17回】●2月19日（日）14:00～
「伊藤康英＆山下康介作曲
ケニア民謡によるピアノ連弾曲集　ほか」
【第18回】●3月24日（土）14:00～
「誘惑のマンドリン～ヴィヴァルディ、モーツァル
ト、ベートベンが書いたオリジナル作品」
●秋田大学インフォメーションセンター
●参加無料　☎018･889･2647
※詳細はＨＰをご確認ください。
------------------------------------------------------------

〈講座・講習会〉

平成23年度秋田大学公開講座
「身近な人を支える知識と技術
～保健学からの提案～」
保健学を通して病気や障害、そして健康について
理解を深め、身近な人を支えるために必要な知識
と技術を学ぶ。
●11月10日（木）～ 12月1日（木）
　毎週木曜日（全4回）
　18:30～20:00（初日・最終日は20:10まで）
●カレッジプラザ
●受講料2,000円、要申込　☎018･889･2270

------------------------------------------------------------

平成23年度秋田大学公開講座
「声楽講座—秋田の歌曲を歌う—」
成田為三や小松耕輔など、秋田県出身の作曲家の
歌曲を取り上げ、基礎的な声楽発生や歌唱法を学
びながら、作曲家の生涯や作風などについて理解
を深める。
●11月13日（日）～ 12月18日（日）
　毎週日曜日（全5回）
　13:30～15:45（初日・最終日は15:55まで）
●秋田大学60周年記念ホール
●受講料2,500円、要申込　☎018･889･2270

------------------------------------------------------------

がんの痛みの治療教室
がんの痛みとは？痛いときはどうすればいいの？
など、秋田大学医学部附属病院緩和ケアセンター
主催で、がんの痛みについての勉強会を開催する。
●11月16日（水）14:00～15:00
●秋田大学医学部附属病院外来ホール
●参加無料　☎018･884･6039

------------------------------------------------------------

イベント&講座・講習会

秋田大学学生への「教育研究支援基金」への
ご協力をお願いいたします。

【連絡先・お問い合せ】 〒010-8502　秋田市手形学園町1-1
 秋田大学 教育研究支援基金事務局／担当：齋藤
 ☎018・889・2264　● FAX.018・832・5364
 ●E - ma i l : k i k i n @ j i mu . a k i t a - u . a c . j p  

秋田大学では教育研究の充実発展のため「秋田大学教育研究支援基金」を創設し
ています。本基金の趣旨をご理解いただき、皆様のあたたかいご支援、ご協力を
お願いいたします。
（詳しくは秋田大学ホームページをご確認ください↓
●http://www.aki ta-u.ac. jp/honbu/ed_fund/index.html）

【秋田大学教育研究支援基金の仕組み】

なお、趣旨にご賛同し、ご協力いただきました皆様へ心より感謝申し上げます。
寄附金については本学の学生支援、教育研究、社会貢献・国際交流活動等の充実
に有効に活用させていただく所存です。今後とも本学の教育研究活動等に対し、
格段のご協力を賜りますようにお願い申し上げます。

【ご協力いただいた皆様（学外）】（平成22年度～平成23年10月末）
●秋田ゼロックス株式会社　様 ●秋田指月株式会社  様
●三浦　功　様 ●住友ベークライト株式会社　様
●東光グループ　様 ●富士通株式会社秋田支店　様
●エーピーアイ株式会社　様 ●ソレキア株式会社　様
●秋田大学生活協同組合　様●学生への奨学金等

●基礎研究の推進等
●地域貢献・文化国際
　交流活動等
●キャンパス内の
　環境整備・美化等

個
人
篤
志
家

民
間
企
業
等

基金運営委員会

秋田大学教育研究
支援基金

事業計画
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援
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援
事
業
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展
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